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〇 審議された議案と結果 16P

1月26日（火）に市議会議場において、
八街っ子夢議会が開催されました。市内の
小・中・高校生が、学校のことや交通安全対策
について市長などに問いかけました。

市長に質問！！
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本決算は、10月 28日～30日に決算審査特別委員会で審査が行なわれ、
12月定例会（12月18日）に委員長報告終了後、認定されました。

平成 26年度一般会計決算

平成26年度各会計決算が認定されました

歳　入
223億100万円

市税
71億 4千 400万円
（32.0％）

地方譲与税
1億 8千 500万円
（0.8％）

地方消費税交付金
7億 1千 800万円
（3.2％）

地方交付税
38億 6千 600万円
（17.3％）

分担金及び負担金
1億 9千 400万円
（0.9％）

使用料及び手数料
2億 8千 700万円
（1.3％）

国・県支出金
55億 7千 300万円
（25.0％）

繰入金
7億 8千 100万円
（3.5％）

繰越金
1億 6千 300万円
（0.7％）

諸収入
7億 8千 200万円
（3.5％）

市債
23億 7千 700万円
（10.7％）

その他
2億 3千 100万円
（1.1％）

総務費
〔市役所の運営など〕
19億 2千 600万円
（9.1％）

民生費
〔福祉の充実などに〕
79億 2千 200万円
（37.3％）

商工費
〔商業の振興などに〕
1億 2千 500万円
（0.6％）

農林水産業費
〔農業の振興などに〕
4億 1千 500万円
（2.0％）

衛生費
〔市民の健康維持や
ごみ処理などに〕
21億 3千 200万円
（10.0％）

土木費
〔道路、橋、河川の
整備などに〕
15億 4千 100万円
（7.3％）

消防費
〔消防防災などに〕
11億 5千 300万円
（5.4％）

公債費
〔借りているお金の返済〕
23億 7千 100万円
（11.2％）

教育費
〔学校教育の充実などに〕
33億 6千 800万円
（15.9％）

その他
2千万円
（0.1％）

議会費
2億 3千 500万円
（1.1％）

※歳入歳出差引額 10億 9千 300 万円は、
　翌年度への繰越しや、基金に積み立てました。

歳　出
212 億800万円
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財政
指標

平成26年度一般会計・特別会計決算

平成26年度水道事業会計決算

■財政力指数
3 年間の平均値で表す。1 に近いほど財政力が強い。1 を超える
ほど余裕財源を持っていることになる。

■実質収支比率
実質収支額の水準を判断するもの。3～5％が望ましいとされる。

■経常収支比率
財政構造の弾力性を示す指標として用いられ、この比率が
高いほど経常一般財源に余裕がなくなると考えられ、通常は、
70％～ 75％が標準とされている。

■公債費負担比率

（要約）

　平成26年度は、消費税増税ととも
に、復興税均等割り千円、国民年金保
険料年2千520円、年金の引き下げ、70

歳から74歳までの患者負担の2割への引き上げ、後期高齢者
医療制度・保険料の引き上げなど、次々と負担増が市民の暮
らしにのしかかりました。
　政府は景気後退を懸念して、「臨時福祉給付金」や子育て世
帯に対する「臨時特例給付金」を支給しましたが、いずれも1
年限りであり生活悪化、景気後退は避けられません。消費税
増税から1年以上たっても消費や投資が回復せず、マイナス
成長が繰り返される日本経済の状況のもとで、来年（2017年4
月）からの消費税再増税は到底認められません。
　市の平成26年度決算では、新規就農者への市独自の支援金
制度の創設、高齢者買い物支援、住宅リフォーム助成、朝陽小
学校建設、就学援助費の増目、榎戸駅改修、長年解決できな
かった住野地域の排水対策など、積極的な取り組みを評価す
るものです。しかし、大増税から暮らしを守る市独自の施策
はなく、それどころか上下水道や給食費に消費税を上乗せ
し、市民の「暮らしが大変」の悲鳴を無視したものとなりまし
た。政府は、消費税増税分は福祉に使うよう指導しています。
せめて低所得者世帯・障害者世帯への負担軽減対策を実施す
べきです。また、平成23年度からの行財政改革プランは最終
年度を迎えましたが、事業見直しで、教育・福祉、市民サービ
スを一層削減し、大池第三雨水幹線事業を最優先にした財政
運営であったことが改めて明らかとなりました。財源確保は
予算削減と税の徴収強化にとどまり、地域経済をどのように
して活性化し、税収アップにつなげるのかというまちづくり
の方向が全く見えません。また、大池第三雨水幹線は大雨に
対応できず、今後のまちづくりに矛盾を残すことは明らかで
あり、市民を犠牲にした市政運営であることを厳しく指摘し
反対討論とします。

反対討論
　平成26年度の予算執行は、創意工夫
のもと様々な取り組みが進められてい
ます。

　歳入の市税決算額は、前年度より約8千531万円増加してい
ます。市税徴収対策本部を中心とした全庁的な取り組みの成
果と共に、税の公平性の確保を原則に、制度に沿った対応が行
われたものと考えられます。
　歳出では、将来都市像「ひと、まち、みどりが輝くヒューマン
フィールドやちまた」の実現に向け、各施策が推進されていま
す。便利で快適な街としては、榎戸駅自由通路整備及び駅舎橋
上化に係る事業など、市民生活の利便性を支える交通ネット
ワークの充実を図りました。安全で安心な街としては、防犯カ
メラの設置や自主防災組織運営費などが計上され、防犯・防災
体制の充実した街を目指しました。健康と思いやりにあふれ
る街としては、地域の福祉力を高め、地域で支えあいながら、
民間と行政とが連携して福祉の充実を推進していく施策が行
われました。豊かな自然と共生する街としては、市民一人ひと
りが自然の大切さを認識する、自然環境にやさしい街を目指
した施策が行われました。心の豊かさを感じる街としては、朝
陽小学校改築事業などが行われ、ふるさと文化の保存・継承を
通じた「ふるさと」を思う街を目指す施策が行われました。活
気に満ちあふれる街としては、農業後継者対策など、地域特性
を十分に生かし、持てる力を最大限に発揮できる施策が行わ
れました。市民とともにつくる街、市民サービスの充実した街
では、市民やまちづくり団体がいきいきと活動する街を目指
した施策や、市民と行政が情報を共有し、透明性の高い行政運
営が確立した街を目指した施策が行われました。
　「八街市総合計画」に登載された事業を推進しながら、人口
減少問題や少子高齢化対策につながる施策を推進し、市長が
公約として掲げたまちづくりにも取り組むなど、新規事業に
も着手しており、高く評価し賛成するものです。

賛成討論

　区 分　

財政力指数

実質収支比率

経常収支比率

公債費負担比率

区　　分

区　　分 決 算 額

歳入決算額 歳出決算額

平成26年度

0.629

7.1％

94.9％

16.2％

平成25年度

0.626

4.1％

95.8％

17.1％

平成24年度

0.631

4.7％

95.5％

17.3％

一 般 会 計

国 民 健 康
　保 険　
後期高齢者
　医 療　

介 護 保 険

下水道事業

水 道 事 業 収 益

水 道 事 業 費 用

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

223 億         100 万円

  96 億 4 千 900 万円

    4 億 1 千 600 万円

  39 億         800 万円

  15 億 1 千 800 万円

212 億         800 万円

  99 億 3 千 300 万円

    4 億 1 千 100 万円

  38 億 3 千 900 万円

  15 億         900 万円

10 億 5 千 500 万円

10 億 8 千 700 万円

1 億 1 千 300 万円

3 億 8 千 600 万円

平成２６年度一般会計決算、討論！

財政の硬直性の高まりを示す指標。地方債の元利償　金に
使われた一般財源の、一般財源総額に対する割合。一般的には
15％が警戒ライン、20％が危険ラインとされている。

議案の内容
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資 本 的 収 入

資 本 的 支 出
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平成２６年度一般会計決算、討論！

財政の硬直性の高まりを示す指標。地方債の元利償　金に
使われた一般財源の、一般財源総額に対する割合。一般的には
15％が警戒ライン、20％が危険ラインとされている。

議案の内容
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A4　縦サイズ

◆
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例

○
番
号
法
の
施
行
に
よ
り
、
本

　
市
に
お
け
る
行
政
事
務
の
効

　
率
化
及
び
市
民
の
利
便
性（
添

　
付
書
類
の
省
略
）
の
向
上
を

　
図
り
ま
す
。

◆
市
税
条
例
の
一
部
改
正

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
施
行
に
伴

　
い
、
各
種
申
請
書
等
へ
個
人

　
や
法
人
を
特
定
で
き
る
個
人

　
番
号
及
び
法
人
番
号
の
記
載

　
に
つ
い
て
の
規
定
を
整
備
し
ま

　
す
。

○
紙
た
ば
こ
３
級
品
に
対
す
る

　
市
た
ば
こ
税
の
特
例
税
率
を

　
廃
止
し
、
激
減
緩
和
等
の
観

　
点
か
ら
、
平
成
28
年
度
か
ら

　
４
年
間
で
段
階
的
に
税
率
を

　
引
き
上
げ
ま
す
。

○
個
人
市
民
税
、
法
人
市
民
税
、

　
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画

　
税
、
軽
自
動
車
税
及
び
特

　
別
土
地
保
有
税
の
減
免
を
受

　
け
よ
う
と
す
る
場
合
、
現
在

　「
納
期
限
前
７
日
ま
で
」
が
期

　
限
と
な
っ
て
い
る
各
税
目
の
減

　
免
申
請
期
限
を
「
納
期
限
ま

　
で
」
と
減
免
申
請
期
限
を
延

　
長
し
ま
す
。

◆
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改

正○
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再
交
付

　
　
　
　
　
　
　
　
８
０
０
円

○
農
地
に
関
す
る
証
明

　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
円

◆
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
所
時
間
延

長○
延
長
保
育

〔
午
前
の
開
所
時
間
〕

　
・
午
前
８
時
↓

　
　
　
　
　
　
午
前
７
時
30
分

◆
国
民
健
康
保
険
税
一
部
改
正

○
保
険
税
率

〔
医
療
保
険
分
〕

・
所
得
割
　
6.3
％
↓
7.5
％

・
資
産
割
　
20
％
↓
廃
止

・
均
等
割

　
２
万
２
千
円
↓
２
万
３
千
円

・
平
等
割

　
３
万
５
千
円
↓
３
万
２
千
円

・
課
税
限
度
額

　
　
　
　
　
51
万
円
↓
52
万
円

〔
後
期
高
齢
者
支
援
分
〕

・
所
得
割
　
1.7
％
↓
２
％

・
均
等
割
　
９
千
円
↓
１
万
円

・
課
税
限
度
額

　
　
　
　
　
16
万
円
↓
17
万
円

〔
介
護
納
付
金
分
〕

・
所
得
割
　
１
％
↓
1.5
％

・
均
等
割
　

　
１
万
１
千
円
↓
１
万
２
千
円

・
課
税
限
度
額

　
　
　
　
　
14
万
円
↓
16
万
円

○
減
免
申
請
期
限

〔
普
通
徴
収
〕

・「
納
期
限
前
７
日
ま
で
」↓

　
　
　
　
　
　「
納
期
限
ま
で
」

〔
特
別
徴
収
〕

・
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の

　
直
近
の
「
支
払
日
の
７
日
前

　
ま
で
」↓「
支
払
日
ま
で
」

◆
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

○一
般
廃
棄
物
処
理
業
許
可
申

　
請
手
数
料
及
び
浄
化
槽
清
掃

　
業
許
可
申
請
手
数
料

　（
新
　
規
）
６
千
円
↓
１
万
円

　（
再
交
付
）
１
千
円
↓
５
千
円

○
廃
棄
物
手
数
料
の
う
ち
、
犬
・

　
猫
等
の
死
体
収
集
運
搬
手
数

　
料

　
１
千
８
０
円
↓
３
千
９
８
０

　
円

○
事
業
系
一
般
廃
棄
物
処
理
手

　
数
料

　
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り

　
25
円
92
銭
↓
30
円
24
銭

◆
市
道
路
線
の
認
定

○
認
定
６
路
線
　

　
　
　
　
　
１
千
２
７
１
・
４ｍ

　
こ
れ
に
よ
り
、
市
道
総
延
長

　
は
、
４
９
７･

４
㎞
に
な
り
ま

　
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

○
道
路
排
水
機
能
の
向
上
を
図

　
る
た
め
、
沖
地
区
流
末
排
水

　
路
補
修
工
事
（
２
９
１
万
６
千

　
円
）

○
重
度
心
身
障
害
者
（
児
）
医

　
療
費
助
成
額
を
増
額
（
１
千

　
６
９
５
万
６
千
円
）

○
子
ど
も
医
療
費
助
成
額
を
増

　
額
（
１
千
１
９
１
万
８
千
円
）

○
八
富
成
田
斎
場
施
設
維
持
管

　
理
費
に
不
足
が
生
じ
た
た
め

　
増
額
（
７
３
１
万
２
千
円
）

○
児
童
の
良
好
な
教
育
環
境
の

　
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
笹

　
引
小
学
校
及
び
川
上
小
学
校

　
の
屋
内
運
動
場
非
構
造
部
材

　
耐
震
改
修
工
事
（
１
億
５
６

　
０
万
１
千
円
）

○
八
街
南
中
学
校
の
屋
内
運
動

　
場
非
構
造
部
材
耐
震
改
修
工

　
事
（
９
千
６
９
８
万
６
千
円
）

○
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
第一調
理

　
場
施
設
改
修
工
事
（
１
千
１

　
０
０
万
円
）

○
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
件
数

　
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、

　
寄
附
の
際
に
お
渡
し
す
る
Ｐ

　
Ｒ
商
品
の
購
入
経
費
を
増
額

　（
１
６
３
万
６
千
円
）

○
都
市
部
か
ら
農
業
に
関
心
の

　
あ
る
層
を
対
象
と
し
て
参
加

　
者
を
募
り
、
八
街
市
な
ら
で

　
は
の
農
業
体
験
、
食
事
体
験

　
な
ど
、
地
域
農
業
者
等
と
の

　
農
業
を
核
と
し
た
交
流
事
業

　
の
展
開
を
図
る
た
め
、
農
業

　
体
験
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
業
務

　（
１
７
５
万
円
）

12月定例会
　

　平成２７年１２月定例会は、１１月２７日
に開会され、議案１３件、議員提出議案１件、
継続審査議案6件が提出され審議されました。

提出議案の主な内容

《紙面の都合上、議案の内容の一部を掲載します》

意見書を国などに提出（議員発議）
国民健康保険に対する国庫負担の増額を求める意見書

　国民皆保険の基礎をなす国民健康保険は、制度設計した当時に比べ加入者層が大きく様変わりし、
無職者や年金生活者など低所得者の占める割合が増え、あわせて高齢化に伴う医療費増大によって、
保険税負担が増大し、組合健保加入者や共済組合加入者と比べて、同じ収入でもその負担は２倍から３
倍になっています。しかもこのような保険間格差だけではなく、自治体の財政力等による保険税の地域間
格差も拡大し不平等感が増しています。
　国民健康保険法は第１条で「この法律は、国民健康保険事業の健全な運営を確保し、もって社会保
障及び国民保健の向上に寄与することを目的とする」とし、第４条で国民健康保険事業の運営の健全化
は、国と都道府県の責務としております。また、社会保障として実施されている国民健康保険事業であ
るにもかかわらず、高い保険税のために暮らしが圧迫される事態は、本来の国民健康保険事業の目的に
逆行するものであります。
　国民皆保険制度のもと、全ての国民が安心して必要な医療が受けられるようにするためには、社会保
障制度としての国民健康保険制度を堅持することが必要であり、国及び政府においては、今後の国保の
広域化にあたって、自治体間の公平、平等の観点から保険税平準化を図り、国民健康保険制度の安定
した運営ができるよう、「国庫負担の引き上げ」と「特別調整交付金の増額」を強く求めるものです。

議案の内容
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◆
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条
例

○
番
号
法
の
施
行
に
よ
り
、
本

　
市
に
お
け
る
行
政
事
務
の
効

　
率
化
及
び
市
民
の
利
便
性（
添

　
付
書
類
の
省
略
）
の
向
上
を

　
図
り
ま
す
。

◆
市
税
条
例
の
一
部
改
正

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
の
施
行
に
伴

　
い
、
各
種
申
請
書
等
へ
個
人

　
や
法
人
を
特
定
で
き
る
個
人

　
番
号
及
び
法
人
番
号
の
記
載

　
に
つ
い
て
の
規
定
を
整
備
し
ま

　
す
。

○
紙
た
ば
こ
３
級
品
に
対
す
る

　
市
た
ば
こ
税
の
特
例
税
率
を

　
廃
止
し
、
激
減
緩
和
等
の
観

　
点
か
ら
、
平
成
28
年
度
か
ら

　
４
年
間
で
段
階
的
に
税
率
を

　
引
き
上
げ
ま
す
。

○
個
人
市
民
税
、
法
人
市
民
税
、

　
固
定
資
産
税
、
都
市
計
画

　
税
、
軽
自
動
車
税
及
び
特

　
別
土
地
保
有
税
の
減
免
を
受

　
け
よ
う
と
す
る
場
合
、
現
在

　「
納
期
限
前
７
日
ま
で
」
が
期

　
限
と
な
っ
て
い
る
各
税
目
の
減

　
免
申
請
期
限
を
「
納
期
限
ま

　
で
」
と
減
免
申
請
期
限
を
延

　
長
し
ま
す
。

◆
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改

正○
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再
交
付

　
　
　
　
　
　
　
　
８
０
０
円

○
農
地
に
関
す
る
証
明

　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
円

◆
児
童
ク
ラ
ブ
の
開
所
時
間
延

長○
延
長
保
育

〔
午
前
の
開
所
時
間
〕

　
・
午
前
８
時
↓

　
　
　
　
　
　
午
前
７
時
30
分

◆
国
民
健
康
保
険
税
一
部
改
正

○
保
険
税
率

〔
医
療
保
険
分
〕

・
所
得
割
　
6.3
％
↓
7.5
％

・
資
産
割
　
20
％
↓
廃
止

・
均
等
割

　
２
万
２
千
円
↓
２
万
３
千
円

・
平
等
割

　
３
万
５
千
円
↓
３
万
２
千
円

・
課
税
限
度
額

　
　
　
　
　
51
万
円
↓
52
万
円

〔
後
期
高
齢
者
支
援
分
〕

・
所
得
割
　
1.7
％
↓
２
％

・
均
等
割
　
９
千
円
↓
１
万
円

・
課
税
限
度
額

　
　
　
　
　
16
万
円
↓
17
万
円

〔
介
護
納
付
金
分
〕

・
所
得
割
　
１
％
↓
1.5
％

・
均
等
割
　

　
１
万
１
千
円
↓
１
万
２
千
円

・
課
税
限
度
額

　
　
　
　
　
14
万
円
↓
16
万
円

○
減
免
申
請
期
限

〔
普
通
徴
収
〕

・「
納
期
限
前
７
日
ま
で
」↓

　
　
　
　
　
　「
納
期
限
ま
で
」

〔
特
別
徴
収
〕

・
特
別
徴
収
対
象
年
金
給
付
の

　
直
近
の
「
支
払
日
の
７
日
前

　
ま
で
」↓「
支
払
日
ま
で
」

◆
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
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す
る
条
例
の
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部
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正
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廃
棄
物
処
理
業
許
可
申

　
請
手
数
料
及
び
浄
化
槽
清
掃

　
業
許
可
申
請
手
数
料

　（
新
　
規
）
６
千
円
↓
１
万
円

　（
再
交
付
）
１
千
円
↓
５
千
円

○
廃
棄
物
手
数
料
の
う
ち
、
犬
・

　
猫
等
の
死
体
収
集
運
搬
手
数

　
料

　
１
千
８
０
円
↓
３
千
９
８
０

　
円

○
事
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系
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般
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棄
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処
理
手

　
数
料

　
１
キ
ロ
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ム
あ
た
り

　
25
円
92
銭
↓
30
円
24
銭

◆
市
道
路
線
の
認
定

○
認
定
６
路
線
　

　
　
　
　
　
１
千
２
７
１
・
４ｍ

　
こ
れ
に
よ
り
、
市
道
総
延
長

　
は
、
４
９
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４
㎞
に
な
り
ま

　
す
。

◆
一
般
会
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算

○
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排
水
機
能
の
向
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を
図

　
る
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め
、
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流
末
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補
修
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事
（
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６
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医
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９
５
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６
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円
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医
療
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助
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額
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９
１
万
８
千
円
）

○
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施
設
維
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に
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が
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た
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め
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３
１
万
２
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円
）

○
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な
教
育
環
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の
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備
を
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進
す
る
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め
、
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引
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及
び
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上
小
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の
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内
運
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非
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造
部
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事
（
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６
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円
）
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場
非
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造
部
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耐
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改
修
工

　
事
（
９
千
６
９
８
万
６
千
円
）

○
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
第一調
理

　
場
施
設
改
修
工
事
（
１
千
１

　
０
０
万
円
）

○
ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
件
数

　
の
増
額
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、

　
寄
附
の
際
に
お
渡
し
す
る
Ｐ

　
Ｒ
商
品
の
購
入
経
費
を
増
額

　（
１
６
３
万
６
千
円
）

○
都
市
部
か
ら
農
業
に
関
心
の

　
あ
る
層
を
対
象
と
し
て
参
加

　
者
を
募
り
、
八
街
市
な
ら
で

　
は
の
農
業
体
験
、
食
事
体
験

　
な
ど
、
地
域
農
業
者
等
と
の

　
農
業
を
核
と
し
た
交
流
事
業

　
の
展
開
を
図
る
た
め
、
農
業

　
体
験
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
業
務

　（
１
７
５
万
円
）

12月定例会
　

　平成２７年１２月定例会は、１１月２７日
に開会され、議案１３件、議員提出議案１件、
継続審査議案6件が提出され審議されました。

提出議案の主な内容

《紙面の都合上、議案の内容の一部を掲載します》

意見書を国などに提出（議員発議）
国民健康保険に対する国庫負担の増額を求める意見書

　国民皆保険の基礎をなす国民健康保険は、制度設計した当時に比べ加入者層が大きく様変わりし、
無職者や年金生活者など低所得者の占める割合が増え、あわせて高齢化に伴う医療費増大によって、
保険税負担が増大し、組合健保加入者や共済組合加入者と比べて、同じ収入でもその負担は２倍から３
倍になっています。しかもこのような保険間格差だけではなく、自治体の財政力等による保険税の地域間
格差も拡大し不平等感が増しています。
　国民健康保険法は第１条で「この法律は、国民健康保険事業の健全な運営を確保し、もって社会保
障及び国民保健の向上に寄与することを目的とする」とし、第４条で国民健康保険事業の運営の健全化
は、国と都道府県の責務としております。また、社会保障として実施されている国民健康保険事業であ
るにもかかわらず、高い保険税のために暮らしが圧迫される事態は、本来の国民健康保険事業の目的に
逆行するものであります。
　国民皆保険制度のもと、全ての国民が安心して必要な医療が受けられるようにするためには、社会保
障制度としての国民健康保険制度を堅持することが必要であり、国及び政府においては、今後の国保の
広域化にあたって、自治体間の公平、平等の観点から保険税平準化を図り、国民健康保険制度の安定
した運営ができるよう、「国庫負担の引き上げ」と「特別調整交付金の増額」を強く求めるものです。

A4　縦サイズ

（一部抜粋）

　今回の引き上げは、2年連続の
赤字を理由としていますが、赤字
の原因は国が国保会計に対する

補助金を半減させてきたこと。また、市の財政難から
国保会計への繰り入れをストップさせたことにあり
ます。八街市のこの間の税金の使い方に問題があり
ます。一つは、過大な人口見積もりのもとに建設され
た大きすぎるクリーンセンターです。平成13年から
30年まで総額52億9千万円、毎年4億3千万円の借金返
済とともに、年間約10億円もの維持管理費を投入し
ています。また、約60億円を投入した不要不急の八街
駅前区画整理事業などが市財政を大きく歪め、財政
悪化をもたらしています。赤字解消を市民の負担に
求めるやり方は到底認めることはできません。市民
のくらしを無視して国保税を引き上げれば、払い切
れない市民をいっそう増やすことになります。国保
は社会保障です。今やるべきは、財政調整基金からの
繰り入れで市民の暮らしを守ることです。この議案
の撤回を求め反対をするものです。

反対討論
　国民皆保険を根底で支えてい
る国民健康保険制度は制度に内
在する構造的な脆弱さに加え、被

保険者の高齢化、低所得者や無職者の増加により、厳
しい財政状況が続いております。予算の大半が保険給
付費や、後期高齢者医療費に係る支援金などの義務的
な経費であることから、単純に予算を抑えることが出
来ないものであります。このような中、八街市の国民
健康保険は、平成25年度、平成26年度と連続しての赤
字決算となっており、このままでは、国保会計が破綻
するおそれもあると思われます。今回の税率改正は、
所得割が増えている一方、資産割の廃止、平等割りの
減額等の改正も盛り込まれており、低所得者への配慮
もされ、厳しい財政状況の中、苦渋の決断であったと
思慮するところであります。国保担当者におかれまし
ては、保険者としての責務を十分に認識しつつ、より
安定した国保事業の運営に取り組んでいただけるも
のとの期待も含め、賛成するものです。　

賛成討論

国民健康保険税一部改正　討論

◆
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　申
請
を
受
け
付
け
る
時

点
で
、個
人
情
報
の
漏
れ
る

こ
と
を
心
配
す
る
が
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
記
載
さ
れ
た
申
告
書
等

は
、ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
る
の

か
伺
う
。

　
法
律
に
則
っ
た
厳
し
い

管
理
規
定
が
あ
り
ま
す
の

で
、そ
の
取
り
扱
い
に
十
分
配
慮

し
、施
錠
の
あ
る
場
所
に
保
管
す

る
こ
と
、ま
た
、職
員
に
対
す
る

研
修
な
ど
、現
在
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
納
税
環
境
で
は
、具
体
的

に
は
ど
の
よ
う
な
軽
減
が

図
ら
れ
る
の
か
。

　
実
際
の
運
用
と
し
て
は
、

納
税
者
の
方
と
の
納
税
相

談
時
に
、換
価
の
猶
予
は
市
側
か

ら
提
案
し
て
い
ま
し
た
が
、こ
れ

か
ら
は
納
税
者
の
方
か
ら
も
、猶

予
の
申
請
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
３
級
品
の
占
め
る
割
合

に
つ
い
て
伺
う
。

　
紙
巻
き
た
ば
こ
３
級
品

の
占
め
る
割
合
は
、税
額
で

比
較
し
ま
す
と
３
級
品
が
約
２

千
３
０
０
万
円
、３
級
品
以
外
は

６
億
１
千
万
円
に
な
り
ま
す
の

で
、３
級
品
の
占
め
る
割
合
は
、

３・７２
％
に
な
り
ま
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　
学
校
施
設
環
境
改
善
の

非
構
造
部
材
耐
震
改
修
で

は
、平
成
28
年
度
計
画
の
事
業
を

27
年
度
中
の
実
施
で
あ
れ
ば
有

利
と
い
う
こ
と
で
思
い
切
っ
た
措

置
を
し
た
と
の
こ
と
で
す
が
、残

さ
れ
た
学
校
施
設
に
関
し
て
は
、

今
後
ど
の
よ
う
な
対
応
に
な
る
の

か
伺
う
。

　
平
成
29
年
度
以
降
に
つ

い
て
は
、具
体
的
に
協
議
を

し
て
い
ま
せ
ん
が
、残
り
の
八
街

北
小
学
校
、沖
分
校
等
が
あ
り

ま
す
の
で
、順
次
実
施
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
活
性
化・地
域
住
民

生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金

は
ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
る
の
か

伺
う
。

　
農
業
体
験
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
業
務
に
充
当
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
八
街
市
農
業
体
験
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
業
務
の
内
容

を
伺
う
。

　
首
都
圏
等
都
市
住
民
で

農
業
に
関
心
の
あ
る
層
を

対
象
と
し
、農
業
体
験
を
し
て
い

た
だ
く
も
の
で
す
。受
け
入
れ
農

家
は
、市
内
の
５
軒
か
ら
10
軒
の

指
導
農
業
士
の
方
に
お
願
い
し
、

体
験
者
は
20
名
程
度
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
新
聞
購
読
は
、だ
い
ぶ
減

っ
て
き
て
い
る
と
思
う
が
、

広
報
や
ち
ま
た
の
新
聞
折
り
込

み
は
何
部
か
伺
う
。

　
平
成
28
年
度
の
予
定

は
、２
万
５
０
０
部
で
す
。

問問 答答

問問問 答答

答 答答 問 問

委員会での審査
　12月10日、11日、14日に各常任委員会が
開催され、付託された議案等を審査しました。

《紙面の都合上、質疑等の一部を掲載します》

▲非構造部材耐震改修が待たれる笹引小学校体育館

総

　務

委員会
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◆
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例

　
市
民
の
不
安
を
払
し
ょ

く
す
る
必
要
が
あ
る
が
、ど

の
よ
う
な
状
況
か
伺
う
。

　
情
報
漏
え
い
の
不
安
に

つ
い
て
は
、通
知
カ
ー
ド
に

は
基
本
の
４
情
報
し
か
記
載
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
し
、個
人
番
号
カ

ー
ド
の
I
C
チ
ッ
プ
に
は
、基
本

の
４
情
報
と
公
的
個
人
認
証
の

キ
ー
が
入
っ
て
い
る
だ
け
で
、税

の
情
報
、所
得
の
情
報
な
ど
の
個

人
情
報
は
全
く
入
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　
市
民
の
利
便
性
に
つ
い

て
は
何
が
変
わ
る
の
か
伺

う
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、地
方
税

関
係
情
報
な
ど
の
特
定
個
人
情

報
の
提
供
を
市
が
受
け
ら
れ
る

の
で
、添
付
書
類
が
省
略
で
き
、

市
民
の
皆
様
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

◆
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改

正

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再

交
付
に
あ
た
っ
て
、高
齢
者

か
ら
お
金
を
取
る
べ
き
で
は
な
い

と
思
う
が
如
何
か
伺
う
。

　
現
状
で
は
、高
齢
者
に
つ

い
て
無
料
等
に
す
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
ひ
と
月
に
何
日
延
長
保

育
を
し
て
も
月
５
０
０
円
に

な
る
の
か
伺
う
。

　
年
間
を
通
し
て
の
平
均

値
と
し
ま
し
た
。月
5
0
0

円
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
か

か
る
費
用
は
、市
民
の
税
金

を
使
う
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
が

如
何
か
伺
う
。

　
今
後
の
経
費
に
つ
い
て
は

当
然
国
の
方
で
見
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、要
望
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
介
護
予
防
支
援
業
務
は
、

ど
の
く
ら
い
増
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

　
平
成
27
年
９
月
末
現
在

で
、延
べ
件
数
６
０
７
件
、

実
人
員
は
１
０
１
人
で
す
。前
年

度
の
同
時
期
と
比
較
し
ま
す
と
、

延
べ
件
数
98
件
、実
人
員
12
人
そ

れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
保
護
者
の
推
移
を

伺
う
。

　
平
成
25
年
度
６
７
３
世

帯
、９
３
４
人
。26
年
度
６

７
５
世
帯
、９
３
８
人
。27
年
度

９
月
末
現
在
６
９
７
世
帯
、９
４

０
人
と
な
り
、横
ば
い
状
態
で

す
。相
談
件
数
は
、平
成
24
年
度

は
３
９
２
人
、25
年
度
は
３
２
２

人
、26
年
度
は
３
８
７
人
と
な
り

ま
す
。　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

改
修
工
事
は
、屋
根
の
改
修

で
す
が
、年
度
当
初
に
は
見
込
め

な
か
っ
た
も
の
か
伺
う
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
全
体
的

に
は
雨
漏
り
は
以
前
か
ら

あ
り
ま
し
た
が
、調
理
場
の
雨
漏

り
は
今
回
が
初
め
て
で
し
た
の

で
、当
初
に
は
見
込
め
ま
せ
ん
で

し
た
。屋
根
が
三
段
階
あ
り
ま

す
が
、今
回
全
面
改
修
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、今
回
計

上
し
た
も
の
で
す
。

問問問 答答

問問問問 答

答

答答答

答 問

▲屋根の全面改修が行われる給食センター

◆
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
価
格
改
定
に
よ
り
ゴ
ミ

の
収
集
量
を
ど
の
よ
う
に

想
定
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
平
成
19
年
度
の
40
％
の

値
上
げ
の
時
は
、事
業
系
の

ゴ
ミ
が
１
割
程
度
減
っ
て
い
ま
す

が
、今
回
は
16
％
の
値
上
げ
で
す

の
で
、１
割
減
る
か
ど
う
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。事
業
系
の
皆
さ
ん
に

は
、減
量
化
を
図
っ
て
行
く
よ
う

に
促
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
事
業
系一般
廃
棄
物
処
理

手
数
料
の
値
上
げ
に
よ
っ

て
、増
収
を
ど
の
く
ら
い
見
込
ん

で
い
る
の
か
伺
う
。

　
平
成
26
年
度
と
仮
に
同

量
の
搬
入
が
な
さ
れ
た
場

合
に
は
、１
千
８
７
２
万
円
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、ゴ
ミ
の
減

量
に
つ
い
て
取
り
組
む
思
い
で
す

の
で
、前
回
同
様
に
１
割
の
減
量

効
果
が
現
わ
れ
た
場
合
に
は
、平

成
26
年
度
と
比
較
し
て
、５
６
０

万
円
程
度
の
増
額
と
考
え
て
い

ま
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　
環
境
保
全
型
農
業
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
す

の
か
伺
う
。

　
地
球
温
暖
化
防
止
や
、

生
物
多
様
性
保
全
等
に
効

果
の
あ
る
環
境
に
優
し
い
農
業

に
な
り
ま
す
。具
体
的
に
は
有
機

農
業
や
、通
常
の
栽
培
方
法
か
ら

5
割
程
、化
学
肥
料
と
農
薬
の

使
用
を
低
減
さ
せ
て
、緑
肥
作

物
を
併
せ
て
使
用
す
る
こ
と
な

ど
の
取
り
組
み
を
、国
の
方
で
環

境
保
全
型
農
業
と
位
置
付
け
て

い
ま
す
。

　
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
事
業
の
内
容
を
伺
う
。

　
水
路
の
泥
上
げ
、農
道

の
簡
易
な
補
修
、草
刈
り

等
の
地
域
の
取
り
組
み
に
、国
か

ら
支
援
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
施

設
運
転
管
理
業
務
の
期
間

を
３
年
間
と
し
た
理
由
を
伺
う
。

　
平
成
30
年
度
に
は
、建

設
か
ら
15
年
目
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、大
規
模
修
繕
計
画
や

維
持
管
理
等
に
つ
い
て
、委
託
業

者
の
助
言
も
含
め
、様
々
な
観
点

か
ら
今
後
の
方
針
を
検
討
し
た

い
の
で
、３
年
間
と
し
ま
し
た
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

　
現
在
、雨
水
の
枝
線
整
備

を
八
街
東
小
学
校
裏
で
実

施
し
て
い
ま
す
が
、他
に
本
管
に

つ
な
ぐ
枝
線
の
整
備
計
画
は
協

議
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
次
の
計
画
と
し
て
は
、大

池
第
３
雨
水
幹
線
の
枝
線

の
中
で
は
、ひ
ろ
せ
コ
イ
ン
ラ
ン
ド

リ
ー
地
先
の
枝
線
整
備
、ま
た
、一

区
39
号
線
の
上
流
側
へ
の
延
伸

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
業

務
で
は
、人
口
減
で
収
益
が

上
が
ら
な
い
、ま
た
水
道
管
の
維

持
更
新
費
が
か
か
る
中
で
、ど
の

よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
こ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

　
国
の
方
で
、新
水
道
ビ
ジ

ョ
ン
の
方
針
が
出
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
の
中
で
安
定
、維
持
、強

靭
の
３
本
の
方
針
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
向
け
て
現
状
を
把
握
し

た
中
で
、ど
の
よ
う
な
整
備
・
維

持
を
し
て
い
く
の
か
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問問問 答答

問問問 答答答

答答 問問

▲市クリーンセンター

経
済
建
設

文
教
福
祉
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不
育
症
対
策

　
八
街
市
の
不
育
症
の
現

状
は
。　

県
統
計
年
鑑
に
よ
る

と
平
成
24
年
の
八
街

市
の
死
産
胎
数
は
９
件
、う
ち
人

工
死
産
は
６
件
、自
然
死
産
は
３

件
で
す
が
、こ
れ
ら
が
不
育
症
と

断
定
で
き
な
い
こ
と
や
流
産
件

数
が
統
計
上
把
握
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、不
育
症
の
現
況
は
つ
か

み
に
く
い
状
況
で
す
。

　
県
内
で
は
、浦
安
市
、成

田
市
及
び
酒
々
井
町
が
不

育
症
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。母
子
に
優
し
い
市
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、本
市
も
今
後
不
育
症

対
策
に
つ
い
て
条
例
な
ど
整
備
を

し
て
い
く
予
定
は
。

　
今
後
、不
育
症
に
関

す
る
相
談
等
市
民
の
ニ

ー
ズ
に
基
づ
き
、必
要
性
も
含
め

て
研
究
し
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
詳
細
が

明
ら
か
に
な
っ
た
が
、本
市

農
業
に
与
え
る
影
響
の
推
測
と
、

八
街
市
独
自
の
農
業
戦
略
は
。

　
農
産
物
の
価
格
の

下
落
が
予
想
さ
れ
る

な
ど
、影
響
は
大
き
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、現
段
階
で
は
国
、県

が
試
算
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

本
市
へ
の
影
響
額
は
確
認
で
き
て

い
ま
せ
ん
。安
全
で
品
質
の
よ
い

農
産
物
の
生
産
に
向
け
て
、試
験

ほ
場
の
設
置
や
園
芸
施
設
改
修

等
に
向
け
て
の
助
成
を
充
実
さ

せ
る
と
共
に
、Ｊ
Ａ
関
係
者
を
は

じ
め
と
す
る
本
市
農
業
研
究
会

な
ど
、一
堂
に
会
し
た
意
見
交
換

会
な
ど
を
開
催
し
て
、広
く
意
見

を
伺
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
観
光
農
業
振
興
が
、生

き
残
り
戦
略
の一つ
で
は
。

　
観
光
農
業
協
会
主

催
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
体
験
ツ
ア
ー
で
は
、都
市

部
等
の
住
民
と
生
産
者
と
の
交

流
を
図
り
、落
花
生
及
び
新
鮮

野
菜
の
掘
り
取
り
体
験
を
通
じ

て
農
業
の
魅
力
を
紹
介
し
、全
８

回
、延
べ
３
３
６
人
の
方
が
本
市

へ
訪
れ
、参
加
者
か
ら
心
温
ま
る

メ
ー
ル
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　
市
内
小
中
学
校
の
エ
ア

コ
ン
は
職
員
室
、保
健
室
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
は
設
置
さ
れ

ま
し
た
が
、一般
教
室
な
ど
、ま
だ

設
置
さ
れ
て
い
な
い
教
室
へ
の
設

置
計
画
は
。　

近
年
の
夏
場
の
猛

暑
も
あ
り
、児
童
・

生
徒
の
学
習
環
境
の
改
善
か
ら

も
設
置
は
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。最
優
先
で
進
め
て
い
る
屋
内

運
動
場
の
非
構
造
部
材
の
耐
震

化
事
業
も
あ
り
、財
政
状
況
を

考
え
る
と
厳
し
い
状
況
の
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、設
置
方
法
や
財

源
の
確
保
等
を
十
分
検
討
し
、

順
次
計
画
的
に
実
施
す
る
予
定

で
す
。

問問

人
口
減
少
対
策
・
農
業
活
性
化
・
教
育
環
境

や
ち
ま
た
21

　林

　政
男

個人
質問

市
長

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
影
響

問問 市
長

市
長

市
長

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

問教
育
長

不育症とは？

　妊娠しても流産、死産、
新生児死亡などを繰り返
し、結果的に子どもを持
つことができない場合に
「不育症」と診断されます。

市 政 を 問 う！
　一般質問は、市の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、見解を求めるものです。
12月定例会の一般質問は、12月2日（水）、3日（木）、4日（金）の3日間に15名の議員が質問し
ました。（ここでは紙面の関係で、その一部を要約して掲載しています。）

委員会
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◆
個
人
番
号
の
利
用
及
び
特
定

個
人
情
報
の
提
供
に
関
す
る
条

例

　
市
民
の
不
安
を
払
し
ょ

く
す
る
必
要
が
あ
る
が
、ど

の
よ
う
な
状
況
か
伺
う
。

　
情
報
漏
え
い
の
不
安
に

つ
い
て
は
、通
知
カ
ー
ド
に

は
基
本
の
４
情
報
し
か
記
載
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
し
、個
人
番
号
カ

ー
ド
の
I
C
チ
ッ
プ
に
は
、基
本

の
４
情
報
と
公
的
個
人
認
証
の

キ
ー
が
入
っ
て
い
る
だ
け
で
、税

の
情
報
、所
得
の
情
報
な
ど
の
個

人
情
報
は
全
く
入
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　
市
民
の
利
便
性
に
つ
い

て
は
何
が
変
わ
る
の
か
伺

う
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、地
方
税

関
係
情
報
な
ど
の
特
定
個
人
情

報
の
提
供
を
市
が
受
け
ら
れ
る

の
で
、添
付
書
類
が
省
略
で
き
、

市
民
の
皆
様
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

◆
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
改

正

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
再

交
付
に
あ
た
っ
て
、高
齢
者

か
ら
お
金
を
取
る
べ
き
で
は
な
い

と
思
う
が
如
何
か
伺
う
。

　
現
状
で
は
、高
齢
者
に
つ

い
て
無
料
等
に
す
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
児
童
ク
ラ
ブ
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　
ひ
と
月
に
何
日
延
長
保

育
を
し
て
も
月
５
０
０
円
に

な
る
の
か
伺
う
。

　
年
間
を
通
し
て
の
平
均

値
と
し
ま
し
た
。月
5
0
0

円
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
か

か
る
費
用
は
、市
民
の
税
金

を
使
う
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
が

如
何
か
伺
う
。

　
今
後
の
経
費
に
つ
い
て
は

当
然
国
の
方
で
見
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、要
望
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
介
護
予
防
支
援
業
務
は
、

ど
の
く
ら
い
増
え
て
い
る
の

か
伺
う
。

　
平
成
27
年
９
月
末
現
在

で
、延
べ
件
数
６
０
７
件
、

実
人
員
は
１
０
１
人
で
す
。前
年

度
の
同
時
期
と
比
較
し
ま
す
と
、

延
べ
件
数
98
件
、実
人
員
12
人
そ

れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
生
活
保
護
者
の
推
移
を

伺
う
。

　
平
成
25
年
度
６
７
３
世

帯
、９
３
４
人
。26
年
度
６

７
５
世
帯
、９
３
８
人
。27
年
度

９
月
末
現
在
６
９
７
世
帯
、９
４

０
人
と
な
り
、横
ば
い
状
態
で

す
。相
談
件
数
は
、平
成
24
年
度

は
３
９
２
人
、25
年
度
は
３
２
２

人
、26
年
度
は
３
８
７
人
と
な
り

ま
す
。　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

改
修
工
事
は
、屋
根
の
改
修

で
す
が
、年
度
当
初
に
は
見
込
め

な
か
っ
た
も
の
か
伺
う
。

　
給
食
セ
ン
タ
ー
全
体
的

に
は
雨
漏
り
は
以
前
か
ら

あ
り
ま
し
た
が
、調
理
場
の
雨
漏

り
は
今
回
が
初
め
て
で
し
た
の

で
、当
初
に
は
見
込
め
ま
せ
ん
で

し
た
。屋
根
が
三
段
階
あ
り
ま

す
が
、今
回
全
面
改
修
で
き
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、今
回
計

上
し
た
も
の
で
す
。

問問問 答答

問問問問 答

答

答答答

答 問

▲屋根の全面改修が行われる給食センター

◆
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
価
格
改
定
に
よ
り
ゴ
ミ

の
収
集
量
を
ど
の
よ
う
に

想
定
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
平
成
19
年
度
の
40
％
の

値
上
げ
の
時
は
、事
業
系
の

ゴ
ミ
が
１
割
程
度
減
っ
て
い
ま
す

が
、今
回
は
16
％
の
値
上
げ
で
す

の
で
、１
割
減
る
か
ど
う
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。事
業
系
の
皆
さ
ん
に

は
、減
量
化
を
図
っ
て
行
く
よ
う

に
促
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
事
業
系一般
廃
棄
物
処
理

手
数
料
の
値
上
げ
に
よ
っ

て
、増
収
を
ど
の
く
ら
い
見
込
ん

で
い
る
の
か
伺
う
。

　
平
成
26
年
度
と
仮
に
同

量
の
搬
入
が
な
さ
れ
た
場

合
に
は
、１
千
８
７
２
万
円
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
が
、ゴ
ミ
の
減

量
に
つ
い
て
取
り
組
む
思
い
で
す

の
で
、前
回
同
様
に
１
割
の
減
量

効
果
が
現
わ
れ
た
場
合
に
は
、平

成
26
年
度
と
比
較
し
て
、５
６
０

万
円
程
度
の
増
額
と
考
え
て
い

ま
す
。

◆
一
般
会
計
補
正
予
算

　
環
境
保
全
型
農
業
と
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
す

の
か
伺
う
。

　
地
球
温
暖
化
防
止
や
、

生
物
多
様
性
保
全
等
に
効

果
の
あ
る
環
境
に
優
し
い
農
業

に
な
り
ま
す
。具
体
的
に
は
有
機

農
業
や
、通
常
の
栽
培
方
法
か
ら

5
割
程
、化
学
肥
料
と
農
薬
の

使
用
を
低
減
さ
せ
て
、緑
肥
作

物
を
併
せ
て
使
用
す
る
こ
と
な

ど
の
取
り
組
み
を
、国
の
方
で
環

境
保
全
型
農
業
と
位
置
付
け
て

い
ま
す
。

　
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
事
業
の
内
容
を
伺
う
。

　
水
路
の
泥
上
げ
、農
道

の
簡
易
な
補
修
、草
刈
り

等
の
地
域
の
取
り
組
み
に
、国
か

ら
支
援
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
施

設
運
転
管
理
業
務
の
期
間

を
３
年
間
と
し
た
理
由
を
伺
う
。

　
平
成
30
年
度
に
は
、建

設
か
ら
15
年
目
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、大
規
模
修
繕
計
画
や

維
持
管
理
等
に
つ
い
て
、委
託
業

者
の
助
言
も
含
め
、様
々
な
観
点

か
ら
今
後
の
方
針
を
検
討
し
た

い
の
で
、３
年
間
と
し
ま
し
た
。

◆
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算

　
現
在
、雨
水
の
枝
線
整
備

を
八
街
東
小
学
校
裏
で
実

施
し
て
い
ま
す
が
、他
に
本
管
に

つ
な
ぐ
枝
線
の
整
備
計
画
は
協

議
さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
次
の
計
画
と
し
て
は
、大

池
第
３
雨
水
幹
線
の
枝
線

の
中
で
は
、ひ
ろ
せ
コ
イ
ン
ラ
ン
ド

リ
ー
地
先
の
枝
線
整
備
、ま
た
、一

区
39
号
線
の
上
流
側
へ
の
延
伸

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

◆
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

　
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
業

務
で
は
、人
口
減
で
収
益
が

上
が
ら
な
い
、ま
た
水
道
管
の
維

持
更
新
費
が
か
か
る
中
で
、ど
の

よ
う
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
こ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

　
国
の
方
で
、新
水
道
ビ
ジ

ョ
ン
の
方
針
が
出
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
の
中
で
安
定
、維
持
、強

靭
の
３
本
の
方
針
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
向
け
て
現
状
を
把
握
し

た
中
で
、ど
の
よ
う
な
整
備
・
維

持
を
し
て
い
く
の
か
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

問問問 答答

問問問 答答答

答答 問問

▲市クリーンセンター

経
済
建
設

文
教
福
祉

A4　縦サイズ

不
育
症
対
策

　
八
街
市
の
不
育
症
の
現

状
は
。　

県
統
計
年
鑑
に
よ
る

と
平
成
24
年
の
八
街

市
の
死
産
胎
数
は
９
件
、う
ち
人

工
死
産
は
６
件
、自
然
死
産
は
３

件
で
す
が
、こ
れ
ら
が
不
育
症
と

断
定
で
き
な
い
こ
と
や
流
産
件

数
が
統
計
上
把
握
で
き
な
い
こ

と
か
ら
、不
育
症
の
現
況
は
つ
か

み
に
く
い
状
況
で
す
。

　
県
内
で
は
、浦
安
市
、成

田
市
及
び
酒
々
井
町
が
不

育
症
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。母
子
に
優
し
い
市
と
い
わ
れ

る
よ
う
に
、本
市
も
今
後
不
育
症

対
策
に
つ
い
て
条
例
な
ど
整
備
を

し
て
い
く
予
定
は
。

　
今
後
、不
育
症
に
関

す
る
相
談
等
市
民
の
ニ

ー
ズ
に
基
づ
き
、必
要
性
も
含
め

て
研
究
し
ま
す
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
詳
細
が

明
ら
か
に
な
っ
た
が
、本
市

農
業
に
与
え
る
影
響
の
推
測
と
、

八
街
市
独
自
の
農
業
戦
略
は
。

　
農
産
物
の
価
格
の

下
落
が
予
想
さ
れ
る

な
ど
、影
響
は
大
き
い
と
考
え
て

い
ま
す
が
、現
段
階
で
は
国
、県

が
試
算
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

本
市
へ
の
影
響
額
は
確
認
で
き
て

い
ま
せ
ん
。安
全
で
品
質
の
よ
い

農
産
物
の
生
産
に
向
け
て
、試
験

ほ
場
の
設
置
や
園
芸
施
設
改
修

等
に
向
け
て
の
助
成
を
充
実
さ

せ
る
と
共
に
、Ｊ
Ａ
関
係
者
を
は

じ
め
と
す
る
本
市
農
業
研
究
会

な
ど
、一
堂
に
会
し
た
意
見
交
換

会
な
ど
を
開
催
し
て
、広
く
意
見

を
伺
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
観
光
農
業
振
興
が
、生

き
残
り
戦
略
の一つ
で
は
。

　
観
光
農
業
協
会
主

催
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
農
業
体
験
ツ
ア
ー
で
は
、都
市

部
等
の
住
民
と
生
産
者
と
の
交

流
を
図
り
、落
花
生
及
び
新
鮮

野
菜
の
掘
り
取
り
体
験
を
通
じ

て
農
業
の
魅
力
を
紹
介
し
、全
８

回
、延
べ
３
３
６
人
の
方
が
本
市

へ
訪
れ
、参
加
者
か
ら
心
温
ま
る

メ
ー
ル
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　
市
内
小
中
学
校
の
エ
ア

コ
ン
は
職
員
室
、保
健
室
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
室
は
設
置
さ
れ

ま
し
た
が
、一般
教
室
な
ど
、ま
だ

設
置
さ
れ
て
い
な
い
教
室
へ
の
設

置
計
画
は
。　

近
年
の
夏
場
の
猛

暑
も
あ
り
、児
童
・

生
徒
の
学
習
環
境
の
改
善
か
ら

も
設
置
は
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。最
優
先
で
進
め
て
い
る
屋
内

運
動
場
の
非
構
造
部
材
の
耐
震

化
事
業
も
あ
り
、財
政
状
況
を

考
え
る
と
厳
し
い
状
況
の
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、設
置
方
法
や
財

源
の
確
保
等
を
十
分
検
討
し
、

順
次
計
画
的
に
実
施
す
る
予
定

で
す
。

問問

人
口
減
少
対
策
・
農
業
活
性
化
・
教
育
環
境

や
ち
ま
た
21

　林

　政
男

個人
質問

市
長

Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
よ
る
影
響

問問 市
長

市
長

市
長

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

問教
育
長

不育症とは？

　妊娠しても流産、死産、
新生児死亡などを繰り返
し、結果的に子どもを持
つことができない場合に
「不育症」と診断されます。

市 政 を 問 う！
　一般質問は、市の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、見解を求めるものです。
12月定例会の一般質問は、12月2日（水）、3日（木）、4日（金）の3日間に15名の議員が質問し
ました。（ここでは紙面の関係で、その一部を要約して掲載しています。）

一般質問
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高
齢
者
肺
炎
球
菌
の
接
種

　
肺
炎
は
日
本
人
の
死
因

の
第
３
位
。亡
く
な
る
方
の

95
％
は
65
歳
以
上
。八
街
市
で

は
、65
歳
以
上
で
平
成
27
年
10
月

ま
で
に
肺
炎
で
入
院
し
た
人
は
何

人
い
る
の
か
。

　
市
国
保
被
保
険
者

で
は
、平
成
27
年
４
月

か
ら
９
月
ま
で
に
、肺
炎
で
入
院

し
た
65
歳
以
上
の
方
の
延
べ
人

数
は
、４
月
に
４
人
、５
月
に
７

人
、６
月
に
６
人
、７
月
に
２
人
、

８
月
に
６
人
、９
月
に
４
人
、合

計
29
人
で
す
。

　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

平
成
26
年
度
の
接
種
率
を

伺
う
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
成
人
用
の
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
は
、４
千
１
４
５
人

が
対
象
件
数
、こ
の
う
ち
実
施
者

が
１
千
５
８
４
人
で
、接
種
率
が

３８・２
％
で
す
。

　
コ
ー
ル・リ
コ
ー
ル
を
望

む
が
如
何
か
。

　
高
齢
者
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン

は
、４
月
に
対
象
者
全
員
に
通
知

を
し
て
い
ま
す
。定
期
接
種
が
開

始
さ
れ
る
前
に
任
意
接
種
し
た

方
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
事
、予
防
接
種
法
上
の
位

置
付
け
が
Ｂ
類
疾
病
で
あ
り
、法

律
上
の
義
務
が
な
い
事
か
ら
、個

別
の
再
通
知
は
行
わ
ず
、広
報
や

メ
ー
ル
等
に
よ
る
周
知
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
は
乳
幼

児
の
重
症
胃
腸
炎
。国
内
で

は
10
人
弱
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。市
独
自
で
の
助
成
を
望
む

が
如
何
か
。

 

　
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
胃
腸

炎
は
、乳
幼
児
の
胃
腸

炎
で
最
も
ひ
ど
く
な
る
感
染
症

で
、特
に
生
後
４
カ
月
か
ら
２
歳

の
乳
幼
児
に
初
感
染
す
る
と
、重

症
化
し
や
す
く
入
院
に
よ
る
治

療
が
必
要
に
な
る
の
で
、ロ
タ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
促
進
す
る
必
要
性
は
十
分
に

認
識
し
て
い
ま
す
。県
内
で
も
、

６
市
町
が
助
成
し
て
お
り
、国
内

の
統
計
か
ら
、医
療
費
抑
制
効

果
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、今
後
、

近
隣
市
町
の
状
況
を
把
握
し
な

が
ら
、ワ
ク
チ
ン
助
成
の
必
要
性

を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
肝
が
ん
の
死
亡
は
年

間
約
５
千
人
、肝
硬
変
に
よ
る
死

亡
者
は
１
千
人
程
度
と
推
計
さ

れ
ま
す
。１
歳
未
満
の
子
ど
も

が
、感
染
し
て
Ｂ
型
肝
炎
を
持
っ

て
い
る
キ
ャ
リ
ア
に
な
り
や
す

く
、早
い
段
階
で
除
去
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。市
独
自
で
Ｂ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
の
助
成
を
望
む
が

如
何
か
。 

近
年
、父
子
感
染
や

感
染
経
路
不
明
で
乳

幼
児
が
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
す
る
例
が
増
え
て
お
り
、近

い
将
来
、定
期
接
種
と
な
る
見
込

み
が
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
、国

の
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、市
の
財

政
状
況
や
近
隣
市
町
の
状
況
を

見
な
が
ら
、接
種
費
助
成
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問問問

予
防
医
療
を
問
う

公
明
党

　新
宅

　雅
子

個人
質問

市
長

市
民
部
長

市
民
部
長

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

問市
長

問市
長

Ｂ
型
肝
炎
に
つ
い
て

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸
成

　
教
育
委
員
会
が
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
を
と
り
、学
校
教

職
員
の
み
な
ら
ず
、市
内
の
郷
土

史
研
究
団
体
や
高
齢
者
の
力
を

か
り
て
小・中
学
生
向
け
の
郷
土

歴
史
副
教
材
を
整
備
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
は
。

　
地
域
の
有
識
者

や
文
化
財
保
持
団

体
の
方
々
に
は
、各
学
校
ご
と
に

歴
史
に
関
す
る
聞
き
取
り
学
習

や
地
域
の
伝
統
芸
能
の
見
学
や

体
験
的
な
学
習
の
中
で
、ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
外
国
籍
の
方
が
安
心
し

て
住
み
や
す
い
生
活
環
境

整
備
は
、外
国
籍
の
市
民
に
よ
る

自
主
的
な
参
加
を
求
め
て
い
く
こ

と
で
、対
応
が
進
み
や
す
く
な
る

の
で
は
。

　
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
状
況
の
把
握
、

市
と
各
地
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
、ど
の

よ
う
な
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
効
果
的
か
を
見
極
め
な
が
ら
、

外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
の

支
援
を
含
め
て
検
討
し
ま
す
。

　
市
町
村
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
虐
待
発
見

に
基
づ
く
対
応
件
数
は
。

　
虐
待
を
疑
う
事
案

も
含
め
、平
成
26
年
度

に
２
件
、平
成
27
年
度
に
２
件
の

計
４
件
で
、う
ち
２
件
に
虐
待
が

認
め
ら
れ
、障
害
者
福
祉
施
設

従
事
者
等
に
よ
る
虐
待
で
心
理

的
虐
待
が
１
件
と
身
体
的
虐
待

が
１
件
で
し
た
。

　
特
別
支
援
学
校
で
の
虐

待
な
ど
、本
市
だ
け
で
担
い

き
れ
な
い
課
題
に
対
し
て
の
対
応

は
。

　
学
校
に
配
属
さ
れ
て

い
る
特
別
支
援
教
育
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
医
療
機
関
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
関

係
者
と
連
携
し
、適
正
な
対
応
に

よ
り
虐
待
防
止
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
に
定
め
る
任
意
事
業
で
あ

る
就
労
準
備
支
援
事
業
、一
時
生

活
支
援
事
業
、家
計
相
談
支
援
事

業
、学
習
支
援
事
業
の
充
実
は
。

　
必
須
事
業
に
お
け

る
相
談
内
容
、他
市
の

実
施
状
況
や
効
果
等
を
参
考
に

総
合
的
に
検
討
し
ま
す
。

　
介
護
予
防
事
業（
一
次
予

防
事
業
、二
次
予
防
事
業
）

と
65
歳
以
上
の
元
気
な
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
支
援
の
現
状

と
今
後
の
計
画
は
。

　
一
次
予
防
事
業
は
、

講
演
会
や
運
動
教
室

の
開
催
、介
護
度
重
度
化
防
止

推
進
員
を
講
師
と
し
て
自
主
グ

ル
ー
プ
の
活
動
支
援
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。二
次
予
防
事
業

で
は
、栄
養
・口
腔
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
の
支
援
は
、高
齢
者
学

級
、生
き
が
い
短
期
大
学
、老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
や
南
部
老
人
憩

い
の
家
が
あ
り
ま
す
。今
後
も
、

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、支
援
し
て
い

き
ま
す
。

問問

郷
土
愛
を
育
む
歴
史
教
育
を

や
ち
ま
た
21

　小
澤

　孝
延

個人
質問

市
長

福
祉
の
推
進

問問問 市
長

市
長

市
長

市
長

問

教
育
長
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ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
最
近
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に

よ
る
報
道
で
は「
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
」が
詳
細
に
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。本
市
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
現
状
を
伺
う
。

　
平
成
27
年
10
月
末

現
在
の
状
況
は
、申
込

件
数
は
２
９
４
件
、受
領
金
額
は

約
３
１
６
万
円
で
す
。前
年
同
月

は
１
６
１
件
、２
３
５
万
円
で
あ

っ
た
の
で
、申
込
件
数
で
約
１・８

倍
の
増
と
大
変
多
く
の
方
々
か

ら
応
援
を
頂
き
ま
し
た
。

　
本
市
で
も「
体
験
型
」の

特
典
を
取
り
入
れ
て
み
て

は
い
か
が
か
。　
　
　
　
　
　
　

　
現
在
、「
落
花
生
の

郷
や
ち
ま
た
応
援
寄

附
金
」に
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い

た
方
へ
、落
花
生
や
お
茶
、ス
イ

カ
や
ニ
ン
ジ
ン
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の

本
市
の
特
産
品
を
、お
礼
と
し
て

送
っ
て
い
ま
す
。今
年
度
、新
た
に

「
や
ち
ま
た
誉
」や
落
花
生
を
使

用
し
た
お
菓
子
な
ど
４
品
目
、11

月
か
ら
は
八
街
商
工
会
議
所
の

飲
食
業
部
会
が
開
発
し
た「
ジ

ン
ジ
ャ
ー
エ
ー
ル
や
ち
ま
た
」を

お
礼
の
品
と
し
て
加
え
ま
し
た
。

体
験
型
の
特
典
に
つ
い
て
も
、他

自
治
体
の
取
り
組
み
な
ど
を
研

究
し
、検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
郷
土
資
料
館
は
、郷
土
の

開
拓
の
歴
史
や
郷
土
の
文

化
な
ど
を
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
に

よ
っ
て
学
び
、先
人
の
労
苦
な
ど

を
知
り
、郷
土
愛
を
育
む
場
で
あ

り
大
変
重
要
な
施
設
で
す
。郷
土

資
料
館
の
現
在
の
利
用
状
況
を

伺
う
。

 

郷
土
資
料
館
は
、

昭
和
62
年
の
開
館

以
来
、市
民
の
方
々
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
農
具
や
民
具
、発
掘
調
査
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
考
古
資
料
な
ど

を
展
示
し
て
き
ま
し
た
。平
成
13

年
か
ら
は
、企
画
展
を
開
催
し
、

常
設
展
の
内
容
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。利
用
状
況
は
、開
館
し

た
昭
和
62
年
度
で
は
７
０
１
人
、

平
成
24
年
度
に
は
３
千
５
１
人
、

平
成
25
年
度
に
は
３
千
４
６
１

人
、平
成
26
年
度
に
は
３
千
３
９

１
人
で
す
。来
館
者
層
も
、子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
と
幅
広
く
な

り
、市
内
在
住
の
方
以
外
に
、千

葉
県
内
外
か
ら
見
学
に
来
る
方

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
改
築
、移
転
の
計
画
は
あ

る
の
か
伺
う
。

 

　
郷
土
資
料
館
の

建
物
は
、昭
和
61

年
度
に
建
築
さ
れ
て
以
来
、29
年

が
経
過
し
、建
物
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。平
成
19
年
度
に
屋

根
の
改
修
は
し
た
も
の
の
、さ
ま

ざ
ま
な
箇
所
で
改
修
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。今
後
、財
政
状

況
を
鑑
み
な
が
ら
、改
修
だ
け
で

な
く
、改
築
、移
転
を
視
野
に
入

れ
た
根
本
的
な
対
応
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

問問

郷
土
を
愛
す
る
街
づ
く
り

公
明
党

　服
部

　雅
恵

個人
質問

市
長

市
長

郷
土
資
料
館
に
つ
い
て

問教
育
長

教
育
長

問

が
ん
検
診
に
つ
い
て

　
が
ん
検
診
率
向
上
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
よ
り
多
く
の
方
に
受

診
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、公
共
機
関
や
医
療
機
関
な

ど
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
た
り
、

広
報
や
ち
ま
た
へ
の
掲
載
、地
区

回
覧
、メ
ー
ル
配
信
な
ど
を
通
じ

て
周
知
啓
発
に
努
め
て
お
り
、来

年
度
か
ら
は
検
診
会
場
の
増
設

及
び
単
発
で
実
施
し
て
い
た
肺

が
ん
検
診
及
び
結
核
健
康
診
断

を
胃
が
ん
検
診
と
大
腸
が
ん
検

診
と
の
同
時
検
診
に
よ
り
、さ
ら

な
る
受
診
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
学
校
教
育
の
中
で
、が
ん

教
育
は
ど
の
よ
う
に
実
施

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
小
学
校
５
、６
年

生
の
保
健
体
育
の

授
業
で
１
時
間
程
度
、生
活
習

慣
病
・
成
人
病
等
に
つ
い
て
ふ
れ

て
お
り
、中
学
生
に
な
る
と
公
益

財
団
法
人
が
ん
研
究
振
興
財
団

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
、が
ん
の
正

し
い
知
識
と
が
ん
予
防
の
啓
発

を
図
る
目
的
か
ら
、乳
が
ん
、大

腸
が
ん
、肺
が
ん
、子
宮
頸
が
ん

に
関
す
る
中
学
生
向
け
の
が
ん

教
育
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
員
に
配

付
し
て
い
ま
す
。ま
た
、中
学
３

年
生
に
な
る
と
保
健
授
業
に
お

い
て
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
が

ん
を
防
ぐ
た
め
の
新
12
カ
条
等
、

が
ん
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
予
防
に
向
け
て
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
具
体
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、一次
予
防
事

業
で
は
、介
護
予
防
の
考
え
方
を

普
及
啓
発
す
る
た
め
の
講
習
会
、

自
宅
で
手
軽
に
継
続
し
て
で
き

る
運
動
を
学
ん
で
い
た
だ
く
運

動
教
室
、自
主
グ
ル
ー
プ
の
活
動

支
援
の
た
め
介
護
度
重
度
化
防

止
推
進
員
を
派
遣
し
開
催
す
る

出
張
介
護
予
防
教
室
を
実
施
し

て
い
ま
す
。二
次
予
防
事
業
で

は
、要
支
援・要
介
護
状
態
と
な

る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者
の
う

ち
、足
腰
の
機
能
が
低
下
し
た
方

を
対
象
と
し
た
運
動
教
室
、口

腔
機
能
の
低
下
や
低
栄
養
に
よ

る
栄
養
改
善
の
必
要
な
方
を
対

象
と
し
た
栄
養・口
腔
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。ま
た
、運
動
教

室
で
は
、教
室
終
了
後
も
運
動

継
続
が
図
れ
る
よ
う
に
、参
加
者

同
士
で
実
施
す
る
自
主
グ
ル
ー

プ
活
動
の
立
ち
上
げ
支
援
も
行

っ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
予
防
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
ト

医
に
よ
る
講
演
会
の
開

催
、高
齢
者
学
級
・シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
で
の
講
話
を
実
施
し
て
い
ま

す
。ま
た
、認
知
症
に
な
っ
て
も

住
み
な
れ
た
地
域
で
生
活
し
て

い
け
る
支
援
と
し
て
、認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催
や
、

認
知
症
高
齢
者
等
を
抱
え
る
家

族
の
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

問問

健
康
長
寿
の
街
づ
く
り

公
明
党

　角

　麻
子

個人
質問

市
長

教
育
長

健
康
増
進
に
向
け
て

問市
長

市
長

問

一般質問
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高
齢
者
肺
炎
球
菌
の
接
種

　
肺
炎
は
日
本
人
の
死
因

の
第
３
位
。亡
く
な
る
方
の

95
％
は
65
歳
以
上
。八
街
市
で

は
、65
歳
以
上
で
平
成
27
年
10
月

ま
で
に
肺
炎
で
入
院
し
た
人
は
何

人
い
る
の
か
。

　
市
国
保
被
保
険
者

で
は
、平
成
27
年
４
月

か
ら
９
月
ま
で
に
、肺
炎
で
入
院

し
た
65
歳
以
上
の
方
の
延
べ
人

数
は
、４
月
に
４
人
、５
月
に
７

人
、６
月
に
６
人
、７
月
に
２
人
、

８
月
に
６
人
、９
月
に
４
人
、合

計
29
人
で
す
。

　
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の

平
成
26
年
度
の
接
種
率
を

伺
う
。　
　
　
　
　
　
　
　

　
成
人
用
の
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
に
つ
い
て
は
、４
千
１
４
５
人

が
対
象
件
数
、こ
の
う
ち
実
施
者

が
１
千
５
８
４
人
で
、接
種
率
が

３８・２
％
で
す
。

　
コ
ー
ル・リ
コ
ー
ル
を
望

む
が
如
何
か
。

　
高
齢
者
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン

は
、４
月
に
対
象
者
全
員
に
通
知

を
し
て
い
ま
す
。定
期
接
種
が
開

始
さ
れ
る
前
に
任
意
接
種
し
た

方
を
把
握
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
事
、予
防
接
種
法
上
の
位

置
付
け
が
Ｂ
類
疾
病
で
あ
り
、法

律
上
の
義
務
が
な
い
事
か
ら
、個

別
の
再
通
知
は
行
わ
ず
、広
報
や

メ
ー
ル
等
に
よ
る
周
知
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
は
乳
幼

児
の
重
症
胃
腸
炎
。国
内
で

は
10
人
弱
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い

ま
す
。市
独
自
で
の
助
成
を
望
む

が
如
何
か
。

 

　
ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
胃
腸

炎
は
、乳
幼
児
の
胃
腸

炎
で
最
も
ひ
ど
く
な
る
感
染
症

で
、特
に
生
後
４
カ
月
か
ら
２
歳

の
乳
幼
児
に
初
感
染
す
る
と
、重

症
化
し
や
す
く
入
院
に
よ
る
治

療
が
必
要
に
な
る
の
で
、ロ
タ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

を
促
進
す
る
必
要
性
は
十
分
に

認
識
し
て
い
ま
す
。県
内
で
も
、

６
市
町
が
助
成
し
て
お
り
、国
内

の
統
計
か
ら
、医
療
費
抑
制
効

果
も
大
き
い
こ
と
か
ら
、今
後
、

近
隣
市
町
の
状
況
を
把
握
し
な

が
ら
、ワ
ク
チ
ン
助
成
の
必
要
性

を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

　
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
肝
が
ん
の
死
亡
は
年

間
約
５
千
人
、肝
硬
変
に
よ
る
死

亡
者
は
１
千
人
程
度
と
推
計
さ

れ
ま
す
。１
歳
未
満
の
子
ど
も

が
、感
染
し
て
Ｂ
型
肝
炎
を
持
っ

て
い
る
キ
ャ
リ
ア
に
な
り
や
す

く
、早
い
段
階
で
除
去
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。市
独
自
で
Ｂ
型
肝

炎
ウ
イ
ル
ス
の
助
成
を
望
む
が

如
何
か
。 

近
年
、父
子
感
染
や

感
染
経
路
不
明
で
乳

幼
児
が
Ｂ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
す
る
例
が
増
え
て
お
り
、近

い
将
来
、定
期
接
種
と
な
る
見
込

み
が
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
、国

の
動
向
を
踏
ま
え
つ
つ
、市
の
財

政
状
況
や
近
隣
市
町
の
状
況
を

見
な
が
ら
、接
種
費
助
成
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問問問

予
防
医
療
を
問
う

公
明
党

　新
宅

　雅
子

個人
質問

市
長

市
民
部
長

市
民
部
長

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て

問市
長

問市
長

Ｂ
型
肝
炎
に
つ
い
て

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸
成

　
教
育
委
員
会
が
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
を
と
り
、学
校
教

職
員
の
み
な
ら
ず
、市
内
の
郷
土

史
研
究
団
体
や
高
齢
者
の
力
を

か
り
て
小・中
学
生
向
け
の
郷
土

歴
史
副
教
材
を
整
備
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
は
。

　
地
域
の
有
識
者

や
文
化
財
保
持
団

体
の
方
々
に
は
、各
学
校
ご
と
に

歴
史
に
関
す
る
聞
き
取
り
学
習

や
地
域
の
伝
統
芸
能
の
見
学
や

体
験
的
な
学
習
の
中
で
、ご
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
外
国
籍
の
方
が
安
心
し

て
住
み
や
す
い
生
活
環
境

整
備
は
、外
国
籍
の
市
民
に
よ
る

自
主
的
な
参
加
を
求
め
て
い
く
こ

と
で
、対
応
が
進
み
や
す
く
な
る

の
で
は
。

　
外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
活
動
状
況
の
把
握
、

市
と
各
地
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
、Ｎ
Ｐ

Ｏ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
と
、ど
の

よ
う
な
連
携
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
効
果
的
か
を
見
極
め
な
が
ら
、

外
国
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
の

支
援
を
含
め
て
検
討
し
ま
す
。

　
市
町
村
虐
待
防
止
セ
ン

タ
ー
に
お
け
る
虐
待
発
見

に
基
づ
く
対
応
件
数
は
。

　
虐
待
を
疑
う
事
案

も
含
め
、平
成
26
年
度

に
２
件
、平
成
27
年
度
に
２
件
の

計
４
件
で
、う
ち
２
件
に
虐
待
が

認
め
ら
れ
、障
害
者
福
祉
施
設

従
事
者
等
に
よ
る
虐
待
で
心
理

的
虐
待
が
１
件
と
身
体
的
虐
待

が
１
件
で
し
た
。

　
特
別
支
援
学
校
で
の
虐

待
な
ど
、本
市
だ
け
で
担
い

き
れ
な
い
課
題
に
対
し
て
の
対
応

は
。

　
学
校
に
配
属
さ
れ
て

い
る
特
別
支
援
教
育
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
医
療
機
関
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
関

係
者
と
連
携
し
、適
正
な
対
応
に

よ
り
虐
待
防
止
に
つ
な
げ
ま
す
。

　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援

法
に
定
め
る
任
意
事
業
で
あ

る
就
労
準
備
支
援
事
業
、一
時
生

活
支
援
事
業
、家
計
相
談
支
援
事

業
、学
習
支
援
事
業
の
充
実
は
。

　
必
須
事
業
に
お
け

る
相
談
内
容
、他
市
の

実
施
状
況
や
効
果
等
を
参
考
に

総
合
的
に
検
討
し
ま
す
。

　
介
護
予
防
事
業（
一
次
予

防
事
業
、二
次
予
防
事
業
）

と
65
歳
以
上
の
元
気
な
高
齢
者

の
生
き
が
い
づ
く
り
支
援
の
現
状

と
今
後
の
計
画
は
。

　
一
次
予
防
事
業
は
、

講
演
会
や
運
動
教
室

の
開
催
、介
護
度
重
度
化
防
止

推
進
員
を
講
師
と
し
て
自
主
グ

ル
ー
プ
の
活
動
支
援
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。二
次
予
防
事
業

で
は
、栄
養
・口
腔
教
室
を
開
催

し
て
い
ま
す
。高
齢
者
の
生
き
が

い
づ
く
り
の
支
援
は
、高
齢
者
学

級
、生
き
が
い
短
期
大
学
、老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
や
南
部
老
人
憩

い
の
家
が
あ
り
ま
す
。今
後
も
、

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、支
援
し
て
い

き
ま
す
。

問問

郷
土
愛
を
育
む
歴
史
教
育
を

や
ち
ま
た
21

　小
澤

　孝
延

個人
質問

市
長

福
祉
の
推
進

問問問 市
長

市
長

市
長

市
長

問

教
育
長
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ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　
最
近
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に

よ
る
報
道
で
は「
ふ
る
さ
と

納
税
制
度
」が
詳
細
に
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。本
市
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
現
状
を
伺
う
。

　
平
成
27
年
10
月
末

現
在
の
状
況
は
、申
込

件
数
は
２
９
４
件
、受
領
金
額
は

約
３
１
６
万
円
で
す
。前
年
同
月

は
１
６
１
件
、２
３
５
万
円
で
あ

っ
た
の
で
、申
込
件
数
で
約
１・８

倍
の
増
と
大
変
多
く
の
方
々
か

ら
応
援
を
頂
き
ま
し
た
。

　
本
市
で
も「
体
験
型
」の

特
典
を
取
り
入
れ
て
み
て

は
い
か
が
か
。　
　
　
　
　
　
　

　
現
在
、「
落
花
生
の

郷
や
ち
ま
た
応
援
寄

附
金
」に
寄
附
を
し
て
い
た
だ
い

た
方
へ
、落
花
生
や
お
茶
、ス
イ

カ
や
ニ
ン
ジ
ン
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
の

本
市
の
特
産
品
を
、お
礼
と
し
て

送
っ
て
い
ま
す
。今
年
度
、新
た
に

「
や
ち
ま
た
誉
」や
落
花
生
を
使

用
し
た
お
菓
子
な
ど
４
品
目
、11

月
か
ら
は
八
街
商
工
会
議
所
の

飲
食
業
部
会
が
開
発
し
た「
ジ

ン
ジ
ャ
ー
エ
ー
ル
や
ち
ま
た
」を

お
礼
の
品
と
し
て
加
え
ま
し
た
。

体
験
型
の
特
典
に
つ
い
て
も
、他

自
治
体
の
取
り
組
み
な
ど
を
研

究
し
、検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
郷
土
資
料
館
は
、郷
土
の

開
拓
の
歴
史
や
郷
土
の
文

化
な
ど
を
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
に

よ
っ
て
学
び
、先
人
の
労
苦
な
ど

を
知
り
、郷
土
愛
を
育
む
場
で
あ

り
大
変
重
要
な
施
設
で
す
。郷
土

資
料
館
の
現
在
の
利
用
状
況
を

伺
う
。

 

郷
土
資
料
館
は
、

昭
和
62
年
の
開
館

以
来
、市
民
の
方
々
か
ら
寄
贈
さ

れ
た
農
具
や
民
具
、発
掘
調
査
に

よ
っ
て
得
ら
れ
た
考
古
資
料
な
ど

を
展
示
し
て
き
ま
し
た
。平
成
13

年
か
ら
は
、企
画
展
を
開
催
し
、

常
設
展
の
内
容
の
充
実
を
図
っ
て

い
ま
す
。利
用
状
況
は
、開
館
し

た
昭
和
62
年
度
で
は
７
０
１
人
、

平
成
24
年
度
に
は
３
千
５
１
人
、

平
成
25
年
度
に
は
３
千
４
６
１

人
、平
成
26
年
度
に
は
３
千
３
９

１
人
で
す
。来
館
者
層
も
、子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
と
幅
広
く
な

り
、市
内
在
住
の
方
以
外
に
、千

葉
県
内
外
か
ら
見
学
に
来
る
方

も
増
加
し
て
い
ま
す
。

　
改
築
、移
転
の
計
画
は
あ

る
の
か
伺
う
。

 

　
郷
土
資
料
館
の

建
物
は
、昭
和
61

年
度
に
建
築
さ
れ
て
以
来
、29
年

が
経
過
し
、建
物
の
老
朽
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。平
成
19
年
度
に
屋

根
の
改
修
は
し
た
も
の
の
、さ
ま

ざ
ま
な
箇
所
で
改
修
が
必
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。今
後
、財
政
状

況
を
鑑
み
な
が
ら
、改
修
だ
け
で

な
く
、改
築
、移
転
を
視
野
に
入

れ
た
根
本
的
な
対
応
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

問問

郷
土
を
愛
す
る
街
づ
く
り

公
明
党

　服
部

　雅
恵

個人
質問

市
長

市
長

郷
土
資
料
館
に
つ
い
て

問教
育
長

教
育
長

問

が
ん
検
診
に
つ
い
て

　
が
ん
検
診
率
向
上
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
よ
り
多
く
の
方
に
受

診
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
、公
共
機
関
や
医
療
機
関
な

ど
に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
た
り
、

広
報
や
ち
ま
た
へ
の
掲
載
、地
区

回
覧
、メ
ー
ル
配
信
な
ど
を
通
じ

て
周
知
啓
発
に
努
め
て
お
り
、来

年
度
か
ら
は
検
診
会
場
の
増
設

及
び
単
発
で
実
施
し
て
い
た
肺

が
ん
検
診
及
び
結
核
健
康
診
断

を
胃
が
ん
検
診
と
大
腸
が
ん
検

診
と
の
同
時
検
診
に
よ
り
、さ
ら

な
る
受
診
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
学
校
教
育
の
中
で
、が
ん

教
育
は
ど
の
よ
う
に
実
施

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
小
学
校
５
、６
年

生
の
保
健
体
育
の

授
業
で
１
時
間
程
度
、生
活
習

慣
病
・
成
人
病
等
に
つ
い
て
ふ
れ

て
お
り
、中
学
生
に
な
る
と
公
益

財
団
法
人
が
ん
研
究
振
興
財
団

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
、が
ん
の
正

し
い
知
識
と
が
ん
予
防
の
啓
発

を
図
る
目
的
か
ら
、乳
が
ん
、大

腸
が
ん
、肺
が
ん
、子
宮
頸
が
ん

に
関
す
る
中
学
生
向
け
の
が
ん

教
育
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
全
員
に
配

付
し
て
い
ま
す
。ま
た
、中
学
３

年
生
に
な
る
と
保
健
授
業
に
お

い
て
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
が

ん
を
防
ぐ
た
め
の
新
12
カ
条
等
、

が
ん
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
予
防
に
向
け
て
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
具
体
的
な
取
り
組

み
と
し
て
、一次
予
防
事

業
で
は
、介
護
予
防
の
考
え
方
を

普
及
啓
発
す
る
た
め
の
講
習
会
、

自
宅
で
手
軽
に
継
続
し
て
で
き

る
運
動
を
学
ん
で
い
た
だ
く
運

動
教
室
、自
主
グ
ル
ー
プ
の
活
動

支
援
の
た
め
介
護
度
重
度
化
防

止
推
進
員
を
派
遣
し
開
催
す
る

出
張
介
護
予
防
教
室
を
実
施
し

て
い
ま
す
。二
次
予
防
事
業
で

は
、要
支
援・要
介
護
状
態
と
な

る
お
そ
れ
の
あ
る
高
齢
者
の
う

ち
、足
腰
の
機
能
が
低
下
し
た
方

を
対
象
と
し
た
運
動
教
室
、口

腔
機
能
の
低
下
や
低
栄
養
に
よ

る
栄
養
改
善
の
必
要
な
方
を
対

象
と
し
た
栄
養・口
腔
教
室
を
開

催
し
て
い
ま
す
。ま
た
、運
動
教

室
で
は
、教
室
終
了
後
も
運
動

継
続
が
図
れ
る
よ
う
に
、参
加
者

同
士
で
実
施
す
る
自
主
グ
ル
ー

プ
活
動
の
立
ち
上
げ
支
援
も
行

っ
て
い
ま
す
。

　
認
知
症
予
防
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

　
認
知
症
サ
ポ
ー
ト

医
に
よ
る
講
演
会
の
開

催
、高
齢
者
学
級
・シ
ニ
ア
ク
ラ

ブ
で
の
講
話
を
実
施
し
て
い
ま

す
。ま
た
、認
知
症
に
な
っ
て
も

住
み
な
れ
た
地
域
で
生
活
し
て

い
け
る
支
援
と
し
て
、認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
開
催
や
、

認
知
症
高
齢
者
等
を
抱
え
る
家

族
の
交
流
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

問問

健
康
長
寿
の
街
づ
く
り

公
明
党

　角

　麻
子

個人
質問

市
長

教
育
長

健
康
増
進
に
向
け
て

問市
長

市
長

問

一般質問
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耕
作
放
棄
地
問
題

　
農
地
バ
ン
ク
の
方
策
を

本
市
は
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
伺
う
。

　
農
地
中
間
管
理
事

業
で
平
成
27
年
度
は
、

借
受
希
望
者
13
名
に
対
し
て
、貸

付
希
望
者
14
名
が
9
5
0
ア
ー

ル
の
農
地
貸
付
申
込
み
申
請
を

し
て
お
り
、う
ち
２
３
０
ア
ー
ル

が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま
し
た
。ま
た

今
年
度
、八
街
市
機
構
集
積
協

力
金
交
付
要
綱
を
制
定
し
、農

地
の
流
動
化
を
促
進
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　
新
規
就
農
者
を
増
や
す

方
策
を
伺
う
。　

　
地
域
活
性
化・地
域

住
民
生
活
等
緊
急
支

援
交
付
金
を
活
用
し
、農
業
体

験
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。こ
れ
は
、農

業
体
験
と
あ
わ
せ
て
、農
業
知
識

や
地
域
情
報
等
に
関
し
て
、農
業

者
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
に
よ

り
本
市
で
の
就
農
へ
導
き
、新
規

就
農
者
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　
本
市
の
20
年
後
の
農
業

は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い

く
と
推
測
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

 

本
市
の
20
年
後
の
人

口
は
、約
５
万
３
千
人

と
推
測
し
て
い
る
中
で
、農
業
従

事
者
は
国
立
研
究
開
発
法
人
が

２
０
２
０
年
の
八
街
市
農
業
就

業
人
口
を
２
千
６
５
人
と
予
測

し
、２
０
３
５
年
農
業
者
数
は
１

千
２
０
０
人
と
予
測
し
て
い
ま

す
。

　
市
民
に
ア
イ
デ
ア
や
イ
ベ

ン
ト
を
提
案
し
て
頂
き
、新

し
い
市
民
提
案
型
の
イ
ベ
ン
ト
等

が
実
現
で
き
な
い
か
伺
う
。

 

　
新
年
度
、本
市
の
取

り
組
み
の一つ
と
し
て
、

協
働
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
た

い
と
考
え
て
お
り
、総
務
課
内
に

協
働
を
所
管
す
る
班
を
配
置

し
、平
成
29
年
度
に
は
課
の
設
置

を
予
定
し
て
い
ま
す
。今
後
は
こ

れ
ら
の
組
織
を
中
心
に
、市
民
協

働
に
関
す
る
条
例
の
制
定
や
推

進
計
画
の
策
定
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。今
後
、市
民
提

案
型
の
補
助
金
制
度
な
ど
も
含

め
、ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
か
検
討
し
ま
す
。

　
本
年
度
の
防
災
訓
練
は
、

ど
の
よ
う
な
計
画
で
行
う

の
か
伺
う
。

 

本
年
度
の
防
災
訓
練

は
、２
月
21
日
に
実
住

小
学
校
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

訓
練
内
容
は
、初
期
消
火・煙
体

験
・
被
災
者
救
出
・Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り

扱
い・応
急
救
護・避
難
所
設
置・

炊
き
出
し・は
し
ご
車
に
よ
る
高

所
救
出
訓
練
、及
び
協
力
企
業
、

団
体
に
よ
る
展
示
等
を
実
施
す

る
計
画
で
す
。　

問問

八
街
市
の
農
業
を
守
る
！
市
民
提
案
型
イ
ベ
ン
ト
を
！

誠
和
会

　小
山

　栄
治

個人
質問

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
民
提
案
型
の
イ
ベ
ン
ト
を

問問

問 防
災
訓
練

道
路
問
題
に
つ
い
て

　
傷
ん
で
い
る
道
路
の
状

況
把
握
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
道
の
認
定
路
線

は
１
千
１
４
１
路
線
、

総
延
長
は
約
４
９
６
㎞
あ
り
ま

す
。職
員
に
よ
る
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
や
、市
民
や
通
行
者
の
方
々
か

ら
の
通
報
、各
区
長
を
通
じ
て
の

要
望
に
よ
り
状
況
を
把
握
し
て

い
ま
す
。

　
歩
道
と
車
道
に
伸
び
た

枝
葉
の
除
去
に
つ
い
て
伺

う
。

　
市
で
は
、市
道
の
安

全
な
通
行
を
確
保
す

る
た
め
、市
民
か
ら
の
通
報
や
職

員
が
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
で
発
見

し
た
場
合
は
地
権
者
の
調
査
を

行
い
、市
内
地
権
者
の
場
合
は
直

接
訪
問
し
伐
採
を
依
頼
し
て
い

ま
す
。市
外
地
権
者
の
場
合
は

郵
送
等
で
通
知
し
、早
期
の
伐

採
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。実
行
日

を
確
認
す
る
こ
と
で
確
実
に
実

行
さ
れ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま

す
。国
県
道
は
、関
係
機
関
へ
連

絡
し
、迅
速
な
対
応
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
着
陸
地

の
問
題
と
課
題
に
つ
い
て
伺

う
。

　
市
内
の
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
臨
時
離
着
陸
場
は
、

民
間
施
設
を
含
め
現
在
20
ヵ
所

あ
り
、ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
状
況

は
平
成
26
年
度
は
67
件
で
し
た
。

砂
塵
に
よ
る
苦
情
等
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、現
在
東
京

都
八
街
学
園
、八
街
中
学
校
で
の

着
陸
を
見
合
わ
せ
て
い
る
他
、苦

情
の
多
い
場
所
も
着
陸
を
控
え

て
い
ま
す
。迅
速
な
救
急
救
命
対

応
を
可
能
と
す
る
為
に
も
、離
着

陸
場
の
確
保
は
重
要
と
考
え
、施

設
を
利
用
し
て
い
る
方
や
近
隣

住
民
の
方
々
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。

　
本
市
に
於
け
る
時
間
外

の
小
児
一次
救
急
体
制
の
確

立
に
つ
い
て
伺
う
。

　
印
旛
管
内
の
小
児

救
急
医
療
を
目
的
と

し
、佐
倉
市
内
に
開
設
さ
れ
て
い

る
印
旛
市
郡
小
児
初
期
急
病
診

療
所
の
初
期
救
急
医
療
の
運
営

に
八
街
市
も
参
加
し
、市
民
が
い

つ
で
も
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
勤
務
医
師
が
不
足
し
て
い
る

事
か
ら
、印
旛
市
郡
医
師
会
か

ら
の
協
力
依
頼
に
よ
り
、本
市
で

は
、小
児
科
の
あ
る
６
ヵ
所
の
医

療
機
関
の
う
ち
３
ヵ
所
の
医
療

機
関
が
、小
児
救
急
に
参
加
し
て

い
ま
す
。　

高
齢
化
と
認
知
症
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

　
平
成
27
年
９
月
末

現
在
の
高
齢
者
人
口

は
、１
万
８
千
３
５
６
人
で
、高

齢
化
率
は
、２５・２
％
と
な
り
、市

民
４
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
な
っ

て
い
ま
す
。認
知
症
対
策
で
は
、

市
民・各
種
団
体・一般
企
業・学

生
等
に
年
数
回
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
や
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
医
に
よ
る
認
知
症
の
普

及
啓
発
の
た
め
の
講
演
会
を
行

な
っ
た
り
、認
知
症
高
齢
者
等
を

抱
え
る
家
族
交
流
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

問問

ひ
と
に
や
さ
し
い 

安
心
安
全
な
街
づ
く
り

誠
和
会

　小
菅

　耕
二

個人
質問

市
長

市
長

安
全
な
街
づ
く
り

問問 市
長

問市
長

市
長

い
つ
ま
で
も
、
い
き
い
き

　
　
　暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
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活
力
あ
る
街
づ
く
り

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

利
用
状
況
を
伺
う
。

　
商
品
券
の
利
用
状

況
は
、現
時
点
で
４
億

２
千
７
６
０
万
３
千
円
分
が
使

用
さ
れ
て
お
り
、率
に
つ
い
て
８２・

２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
問
題
の
特
別
措

置
法
に
つ
い
て
伺
う
。

　
特
別
措
置
法
は
、空

き
家
等
が
保
安
上
危

険
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態
、

著
し
く
景
観
を
損
な
っ
て
い
る
状

態
、そ
の
他
周
辺
の
生
活
環
境
の

保
全
を
図
る
た
め
に
放
置
す
る

こ
と
が
不
適
切
な
状
態
に
あ
る

空
き
家
等
を
特
定
空
き
家
と
定

め
、１
点
目
と
し
て
、必
要
な
限

度
に
お
い
て
職
員
が
空
き
家
等

と
認
め
ら
れ
る
場
所
に
立
ち
入
っ

て
調
査
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
こ
と
。２
点
目
は
、空
き
家
等

の
所
有
者
に
対
し
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
よ
う
助
言
、指
導
、勧

告
、命
令
を
行
う
こ
と
、さ
ら
に

は
行
政
代
執
行
の
措
置
が
で
き

る
こ
と
。３
点
目
は
、空
き
家
等

の
所
有
者
の
特
定
の
た
め
、固
定

資
産
税
の
情
報
を
内
部
利
用
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
。

４
点
目
は
、空
き
家
等
の
跡
地
の

活
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
。５
点

目
は
、空
き
家
等
の
対
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
た

め
、空
き
家
等
対
策
計
画
を
定

め
る
こ
と
が
で
き
、当
該
計
画
の

作
成
並
び
に
実
施
に
関
す
る
協

議
を
行
う
た
め
の
協
議
会
を
組

織
す
る
こ
と
が
で
き
る
、な
ど
が

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
の
実
態
調
査
に

つ
い
て
伺
う
。

 

現
在
、委
託
調
査
員

が
、現
地
に
お
い
て
空

き
家
等
と
思
わ
れ
る
建
築
物
の

確
認
作
業
を
実
施
し
て
お
り
、そ

の
後
は
利
活
用
を
目
的
と
す
る

建
築
物
と
特
定
空
き
家
と
考
え

ら
れ
る
建
築
物
の
仕
分
け
作
業

を
行
い
、利
活
用
可
能
な
建
築

物
は
、所
有
者
に
対
す
る
意
向
調

査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
受
け
て
空
き
家

バ
ン
ク
掲
載
候
補
の
抽
出
と
掲

載
物
件
の
絞
り
込
み
を
行
う
予

定
で
す
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照
明
施

設
に
つ
い
て
伺
う
。

 

照
明
は
、平
成
23

年
度
に
照
明
施
設

の
老
朽
化
に
伴
う
塗
装
を
全
６

塔
中
２
塔
で
実
施
し
、３
カ
年
で

全
６
塔
の
塗
装
を
完
了
す
る
計

画
で
し
た
。し
か
し
、23
年
度
に

実
施
し
た
照
明
設
備
の
保
守
点

検
業
務
に
お
い
て
、灯
具
及
び
安

定
器
の
腐
食
に
よ
る
落
下
の
危

険
性
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
施

設
利
用
者
の
安
全
を
最
優
先

し
、修
繕
を
平
成
24
年
度
、25
年

度
で
実
施
し
た
こ
と
に
伴
い
、塗

装
工
事
を
先
送
り
し
ま
し
た
。

利
用
者
の
安
全
を
最
優
先
と
考

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、他
の
施
設

状
況
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
残

り
の
４
塔
の
塗
装
工
事
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※

そ
の
他
の
質
問

◆
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
の
利
用
状

　
況

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

問問

安
心
・
安
全
で
活
力
あ
る
街
づ
く
り

誠
和
会

　鈴
木

　広
美

個人
質問

市
長

市
長

市
長

問

教
育
長

問 中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照
明

不
登
校
児
童
生
徒
の
対
策

安
心
し
て
歩
け
る
通
学
路
整
備

　
八
街
市
は
青
少
年
健
全

育
成
都
市
宣
言
を
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
中
で
の
教
育
問

題
と
し
て
不
登
校
児
童
生
徒
の

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
不
登
校
へ
の
対

応
策
と
し
て
１
点

目
は
、未
然
防
止
の
取
り
組
み
と

し
て
各
学
校
に
お
い
て
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
を
推
進
し
、「
学
び

合
い
」や「
ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ

ン
グ
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
児

童
生
徒
を
学
び
の
中
心
と
し
た

授
業
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
り
、

行
事
や
部
活
動
に
主
体
的
に
取

り
組
ま
せ
、登
校
へ
の
意
欲
を
育

て
て
い
ま
す
。２
点
目
は
、早
期

対
応
と
し
て
各
学
校
の
要
請
に

応
じ
、訪
問
担
当
の
学
校
教
育

相
談
員
を
派
遣
し
て
お
り
、さ
ら

に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
未
配

置
校
で
あ
る
小
学
校
６
校
に
も
、

年
２
回
市
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

巡
回
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、今
年
度
よ
り
相
談
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
を
開
設
し
、カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。３
点
目
は
、連
携
と
状
況

に
応
じ
た
支
援
で
す
。家
庭
支
援

の
必
要
な
不
登
校
児
童
生
徒
は

市
長
部
局
、民
生
委
員
、主
任
児

童
相
談
員
及
び
関
係
諸
機
関
と

連
携
し
対
応
し
て
い
ま
す
。一方
、

八
街
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー「
ナ

チ
ュ
ラ
ル
」で
は
、居
場
所
づ
く
り

と
共
に「
学
ぶ・
活
動
す
る
楽
し

さ
」を
体
感
さ
せ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。　

通
学
路
及
び
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
の
整
備
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

　
市
道
２
２
３
号
線

や
市
道
文
違
１
号
線

の
富
山
十
字
路
か
ら
大
関
寺
下

ま
で
と
、市
道
四
木
28
号
線
な
ど

の
歩
道
整
備
が
完
了
し
て
い
ま

す
。今
後
の
歩
道
整
備
は
、市
道

２
１
０
号
線
や
市
道
１
区
50
号

線
な
ど
の
拡
幅
工
事
を
補
助
金

等
を
積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら

事
業
を
進
め
ま
す
。次
に
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
の
整
備
は
、現
在
あ
る

道
路
幅
員
で
対
応
で
き
る
歩
行

者
の
安
全
対
策
と
し
て
、歩
道
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
駅
周
辺
地

区
の
道
路
や
小
中
学
校
周
辺
の

通
学
路
な
ど
を
優
先
的
に
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。現
在
ま
で
の

整
備
状
況
は
、八
街
東
小
学
校

付
近
の
市
道
１
区
39
号
線
や
川

上
小
学
校
周
辺
の
市
道
１
１
４

号
線
、八
街
駅
南
側
周
辺
な
ど
、

約
３
㎞
を
整
備
し
て
い
ま
す
。今

後
は
、路
肩
幅
が
狭
い
道
路
が
多

く
、側
溝
上
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

を
設
置
す
る
箇
所
や
車
道
幅
を

狭
く
す
る
必
要
が
あ
る
箇
所
な

ど
が
多
い
こ
と
か
ら
、交
通
規
制

な
ど
の
要
件
も
あ
り
ま
す
の
で
、

関
係
機
関
と
協
議
、検
討
し
歩

行
者
の
安
全
確
保
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

※

そ
の
他
の
質
問

◆
視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー
の
利

　
用
状
況

◆
夏
休
み
少
年
少
女
交
流
会
の

　
今
後
の
方
針

問

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
す
環
境
整
備
に
つ
い
て

　誠
和
会

　山
田

　雅
士

個人
質問

教
育
長

問市
長

安
心
・
安
全
な
街
づ
く
り

一般質問
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耕
作
放
棄
地
問
題

　
農
地
バ
ン
ク
の
方
策
を

本
市
は
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
く
の
か
伺
う
。

　
農
地
中
間
管
理
事

業
で
平
成
27
年
度
は
、

借
受
希
望
者
13
名
に
対
し
て
、貸

付
希
望
者
14
名
が
9
5
0
ア
ー

ル
の
農
地
貸
付
申
込
み
申
請
を

し
て
お
り
、う
ち
２
３
０
ア
ー
ル

が
マ
ッ
チ
ン
グ
し
ま
し
た
。ま
た

今
年
度
、八
街
市
機
構
集
積
協

力
金
交
付
要
綱
を
制
定
し
、農

地
の
流
動
化
を
促
進
で
き
る
体

制
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

　
新
規
就
農
者
を
増
や
す

方
策
を
伺
う
。　

　
地
域
活
性
化・地
域

住
民
生
活
等
緊
急
支

援
交
付
金
を
活
用
し
、農
業
体

験
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
事
業
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。こ
れ
は
、農

業
体
験
と
あ
わ
せ
て
、農
業
知
識

や
地
域
情
報
等
に
関
し
て
、農
業

者
と
の
交
流
を
図
る
こ
と
に
よ

り
本
市
で
の
就
農
へ
導
き
、新
規

就
農
者
の
確
保
を
図
り
ま
す
。

　
本
市
の
20
年
後
の
農
業

は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い

く
と
推
測
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

 

本
市
の
20
年
後
の
人

口
は
、約
５
万
３
千
人

と
推
測
し
て
い
る
中
で
、農
業
従

事
者
は
国
立
研
究
開
発
法
人
が

２
０
２
０
年
の
八
街
市
農
業
就

業
人
口
を
２
千
６
５
人
と
予
測

し
、２
０
３
５
年
農
業
者
数
は
１

千
２
０
０
人
と
予
測
し
て
い
ま

す
。

　
市
民
に
ア
イ
デ
ア
や
イ
ベ

ン
ト
を
提
案
し
て
頂
き
、新

し
い
市
民
提
案
型
の
イ
ベ
ン
ト
等

が
実
現
で
き
な
い
か
伺
う
。

 

　
新
年
度
、本
市
の
取

り
組
み
の一つ
と
し
て
、

協
働
の
体
制
づ
く
り
を
進
め
た

い
と
考
え
て
お
り
、総
務
課
内
に

協
働
を
所
管
す
る
班
を
配
置

し
、平
成
29
年
度
に
は
課
の
設
置

を
予
定
し
て
い
ま
す
。今
後
は
こ

れ
ら
の
組
織
を
中
心
に
、市
民
協

働
に
関
す
る
条
例
の
制
定
や
推

進
計
画
の
策
定
を
進
め
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。今
後
、市
民
提

案
型
の
補
助
金
制
度
な
ど
も
含

め
、ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
必

要
か
検
討
し
ま
す
。

　
本
年
度
の
防
災
訓
練
は
、

ど
の
よ
う
な
計
画
で
行
う

の
か
伺
う
。

 

本
年
度
の
防
災
訓
練

は
、２
月
21
日
に
実
住

小
学
校
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

訓
練
内
容
は
、初
期
消
火・煙
体

験
・
被
災
者
救
出
・Ａ
Ｅ
Ｄ
取
り

扱
い・応
急
救
護・避
難
所
設
置・

炊
き
出
し・は
し
ご
車
に
よ
る
高

所
救
出
訓
練
、及
び
協
力
企
業
、

団
体
に
よ
る
展
示
等
を
実
施
す

る
計
画
で
す
。　

問問

八
街
市
の
農
業
を
守
る
！
市
民
提
案
型
イ
ベ
ン
ト
を
！

誠
和
会

　小
山

　栄
治

個人
質問

市
長

市
長

市
長

市
長

市
長

市
民
提
案
型
の
イ
ベ
ン
ト
を

問問

問 防
災
訓
練

道
路
問
題
に
つ
い
て

　
傷
ん
で
い
る
道
路
の
状

況
把
握
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
道
の
認
定
路
線

は
１
千
１
４
１
路
線
、

総
延
長
は
約
４
９
６
㎞
あ
り
ま

す
。職
員
に
よ
る
道
路
パ
ト
ロ
ー

ル
や
、市
民
や
通
行
者
の
方
々
か

ら
の
通
報
、各
区
長
を
通
じ
て
の

要
望
に
よ
り
状
況
を
把
握
し
て

い
ま
す
。

　
歩
道
と
車
道
に
伸
び
た

枝
葉
の
除
去
に
つ
い
て
伺

う
。

　
市
で
は
、市
道
の
安

全
な
通
行
を
確
保
す

る
た
め
、市
民
か
ら
の
通
報
や
職

員
が
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
等
で
発
見

し
た
場
合
は
地
権
者
の
調
査
を

行
い
、市
内
地
権
者
の
場
合
は
直

接
訪
問
し
伐
採
を
依
頼
し
て
い

ま
す
。市
外
地
権
者
の
場
合
は

郵
送
等
で
通
知
し
、早
期
の
伐

採
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。実
行
日

を
確
認
す
る
こ
と
で
確
実
に
実

行
さ
れ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま

す
。国
県
道
は
、関
係
機
関
へ
連

絡
し
、迅
速
な
対
応
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
着
陸
地

の
問
題
と
課
題
に
つ
い
て
伺

う
。

　
市
内
の
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
臨
時
離
着
陸
場
は
、

民
間
施
設
を
含
め
現
在
20
ヵ
所

あ
り
、ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
要
請
状
況

は
平
成
26
年
度
は
67
件
で
し
た
。

砂
塵
に
よ
る
苦
情
等
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、現
在
東
京

都
八
街
学
園
、八
街
中
学
校
で
の

着
陸
を
見
合
わ
せ
て
い
る
他
、苦

情
の
多
い
場
所
も
着
陸
を
控
え

て
い
ま
す
。迅
速
な
救
急
救
命
対

応
を
可
能
と
す
る
為
に
も
、離
着

陸
場
の
確
保
は
重
要
と
考
え
、施

設
を
利
用
し
て
い
る
方
や
近
隣

住
民
の
方
々
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
い
ま

す
。

　
本
市
に
於
け
る
時
間
外

の
小
児
一次
救
急
体
制
の
確

立
に
つ
い
て
伺
う
。

　
印
旛
管
内
の
小
児

救
急
医
療
を
目
的
と

し
、佐
倉
市
内
に
開
設
さ
れ
て
い

る
印
旛
市
郡
小
児
初
期
急
病
診

療
所
の
初
期
救
急
医
療
の
運
営

に
八
街
市
も
参
加
し
、市
民
が
い

つ
で
も
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体

制
を
整
え
て
い
ま
す
。

　
勤
務
医
師
が
不
足
し
て
い
る

事
か
ら
、印
旛
市
郡
医
師
会
か

ら
の
協
力
依
頼
に
よ
り
、本
市
で

は
、小
児
科
の
あ
る
６
ヵ
所
の
医

療
機
関
の
う
ち
３
ヵ
所
の
医
療

機
関
が
、小
児
救
急
に
参
加
し
て

い
ま
す
。　

高
齢
化
と
認
知
症
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

　
平
成
27
年
９
月
末

現
在
の
高
齢
者
人
口

は
、１
万
８
千
３
５
６
人
で
、高

齢
化
率
は
、２５・２
％
と
な
り
、市

民
４
人
に
１
人
が
高
齢
者
と
な
っ

て
い
ま
す
。認
知
症
対
策
で
は
、

市
民・各
種
団
体・一般
企
業・学

生
等
に
年
数
回
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
や
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
医
に
よ
る
認
知
症
の
普

及
啓
発
の
た
め
の
講
演
会
を
行

な
っ
た
り
、認
知
症
高
齢
者
等
を

抱
え
る
家
族
交
流
会
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

問問

ひ
と
に
や
さ
し
い 

安
心
安
全
な
街
づ
く
り

誠
和
会

　小
菅

　耕
二

個人
質問

市
長

市
長

安
全
な
街
づ
く
り

問問 市
長

問市
長

市
長

い
つ
ま
で
も
、
い
き
い
き

　
　
　暮
ら
せ
る
街
づ
く
り
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活
力
あ
る
街
づ
く
り

　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

利
用
状
況
を
伺
う
。

　
商
品
券
の
利
用
状

況
は
、現
時
点
で
４
億

２
千
７
６
０
万
３
千
円
分
が
使

用
さ
れ
て
お
り
、率
に
つ
い
て
８２・

２
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
問
題
の
特
別
措

置
法
に
つ
い
て
伺
う
。

　
特
別
措
置
法
は
、空

き
家
等
が
保
安
上
危

険
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
状
態
、

著
し
く
景
観
を
損
な
っ
て
い
る
状

態
、そ
の
他
周
辺
の
生
活
環
境
の

保
全
を
図
る
た
め
に
放
置
す
る

こ
と
が
不
適
切
な
状
態
に
あ
る

空
き
家
等
を
特
定
空
き
家
と
定

め
、１
点
目
と
し
て
、必
要
な
限

度
に
お
い
て
職
員
が
空
き
家
等

と
認
め
ら
れ
る
場
所
に
立
ち
入
っ

て
調
査
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
こ
と
。２
点
目
は
、空
き
家
等

の
所
有
者
に
対
し
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
よ
う
助
言
、指
導
、勧

告
、命
令
を
行
う
こ
と
、さ
ら
に

は
行
政
代
執
行
の
措
置
が
で
き

る
こ
と
。３
点
目
は
、空
き
家
等

の
所
有
者
の
特
定
の
た
め
、固
定

資
産
税
の
情
報
を
内
部
利
用
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
。

４
点
目
は
、空
き
家
等
の
跡
地
の

活
用
の
促
進
を
図
る
こ
と
。５
点

目
は
、空
き
家
等
の
対
策
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
実
施
す
る
た

め
、空
き
家
等
対
策
計
画
を
定

め
る
こ
と
が
で
き
、当
該
計
画
の

作
成
並
び
に
実
施
に
関
す
る
協

議
を
行
う
た
め
の
協
議
会
を
組

織
す
る
こ
と
が
で
き
る
、な
ど
が

規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
空
き
家
の
実
態
調
査
に

つ
い
て
伺
う
。

 

現
在
、委
託
調
査
員

が
、現
地
に
お
い
て
空

き
家
等
と
思
わ
れ
る
建
築
物
の

確
認
作
業
を
実
施
し
て
お
り
、そ

の
後
は
利
活
用
を
目
的
と
す
る

建
築
物
と
特
定
空
き
家
と
考
え

ら
れ
る
建
築
物
の
仕
分
け
作
業

を
行
い
、利
活
用
可
能
な
建
築

物
は
、所
有
者
に
対
す
る
意
向
調

査
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
を
受
け
て
空
き
家

バ
ン
ク
掲
載
候
補
の
抽
出
と
掲

載
物
件
の
絞
り
込
み
を
行
う
予

定
で
す
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照
明
施

設
に
つ
い
て
伺
う
。

 

照
明
は
、平
成
23

年
度
に
照
明
施
設

の
老
朽
化
に
伴
う
塗
装
を
全
６

塔
中
２
塔
で
実
施
し
、３
カ
年
で

全
６
塔
の
塗
装
を
完
了
す
る
計

画
で
し
た
。し
か
し
、23
年
度
に

実
施
し
た
照
明
設
備
の
保
守
点

検
業
務
に
お
い
て
、灯
具
及
び
安

定
器
の
腐
食
に
よ
る
落
下
の
危

険
性
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
か
ら
施

設
利
用
者
の
安
全
を
最
優
先

し
、修
繕
を
平
成
24
年
度
、25
年

度
で
実
施
し
た
こ
と
に
伴
い
、塗

装
工
事
を
先
送
り
し
ま
し
た
。

利
用
者
の
安
全
を
最
優
先
と
考

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、他
の
施
設

状
況
な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
残

り
の
４
塔
の
塗
装
工
事
を
実
施

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※

そ
の
他
の
質
問

◆
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
の
利
用
状

　
況

◆
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度

問問

安
心
・
安
全
で
活
力
あ
る
街
づ
く
り

誠
和
会

　鈴
木

　広
美

個人
質問

市
長

市
長

市
長

問

教
育
長

問 中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
照
明

不
登
校
児
童
生
徒
の
対
策

安
心
し
て
歩
け
る
通
学
路
整
備

　
八
街
市
は
青
少
年
健
全

育
成
都
市
宣
言
を
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
中
で
の
教
育
問

題
と
し
て
不
登
校
児
童
生
徒
の

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
不
登
校
へ
の
対

応
策
と
し
て
１
点

目
は
、未
然
防
止
の
取
り
組
み
と

し
て
各
学
校
に
お
い
て
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
を
推
進
し
、「
学
び

合
い
」や「
ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ

ン
グ
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
児

童
生
徒
を
学
び
の
中
心
と
し
た

授
業
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
り
、

行
事
や
部
活
動
に
主
体
的
に
取

り
組
ま
せ
、登
校
へ
の
意
欲
を
育

て
て
い
ま
す
。２
点
目
は
、早
期

対
応
と
し
て
各
学
校
の
要
請
に

応
じ
、訪
問
担
当
の
学
校
教
育

相
談
員
を
派
遣
し
て
お
り
、さ
ら

に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
未
配

置
校
で
あ
る
小
学
校
６
校
に
も
、

年
２
回
市
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

巡
回
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、今
年
度
よ
り
相
談
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
を
開
設
し
、カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
に
つ
な
げ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。３
点
目
は
、連
携
と
状
況

に
応
じ
た
支
援
で
す
。家
庭
支
援

の
必
要
な
不
登
校
児
童
生
徒
は

市
長
部
局
、民
生
委
員
、主
任
児

童
相
談
員
及
び
関
係
諸
機
関
と

連
携
し
対
応
し
て
い
ま
す
。一方
、

八
街
市
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー「
ナ

チ
ュ
ラ
ル
」で
は
、居
場
所
づ
く
り

と
共
に「
学
ぶ・
活
動
す
る
楽
し

さ
」を
体
感
さ
せ
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。　

通
学
路
及
び
グ
リ
ー
ン

ベ
ル
ト
の
整
備
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

　
市
道
２
２
３
号
線

や
市
道
文
違
１
号
線

の
富
山
十
字
路
か
ら
大
関
寺
下

ま
で
と
、市
道
四
木
28
号
線
な
ど

の
歩
道
整
備
が
完
了
し
て
い
ま

す
。今
後
の
歩
道
整
備
は
、市
道

２
１
０
号
線
や
市
道
１
区
50
号

線
な
ど
の
拡
幅
工
事
を
補
助
金

等
を
積
極
的
に
活
用
し
な
が
ら

事
業
を
進
め
ま
す
。次
に
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
の
整
備
は
、現
在
あ
る

道
路
幅
員
で
対
応
で
き
る
歩
行

者
の
安
全
対
策
と
し
て
、歩
道
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
駅
周
辺
地

区
の
道
路
や
小
中
学
校
周
辺
の

通
学
路
な
ど
を
優
先
的
に
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。現
在
ま
で
の

整
備
状
況
は
、八
街
東
小
学
校

付
近
の
市
道
１
区
39
号
線
や
川

上
小
学
校
周
辺
の
市
道
１
１
４

号
線
、八
街
駅
南
側
周
辺
な
ど
、

約
３
㎞
を
整
備
し
て
い
ま
す
。今

後
は
、路
肩
幅
が
狭
い
道
路
が
多

く
、側
溝
上
に
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト

を
設
置
す
る
箇
所
や
車
道
幅
を

狭
く
す
る
必
要
が
あ
る
箇
所
な

ど
が
多
い
こ
と
か
ら
、交
通
規
制

な
ど
の
要
件
も
あ
り
ま
す
の
で
、

関
係
機
関
と
協
議
、検
討
し
歩

行
者
の
安
全
確
保
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

※

そ
の
他
の
質
問

◆
視
聴
覚
教
材
セ
ン
タ
ー
の
利

　
用
状
況

◆
夏
休
み
少
年
少
女
交
流
会
の

　
今
後
の
方
針

問

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
す
環
境
整
備
に
つ
い
て

　誠
和
会

　山
田

　雅
士

個人
質問

教
育
長

問市
長

安
心
・
安
全
な
街
づ
く
り

一般質問
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健
康
寿
命
の
促
進

　
食
の
改
善
運
動
推
進
に

つ
い
て
、今
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

　
食
と
は
生
き
る
上
で

の
基
本
で
あ
り
、健
康

寿
命
の
延
伸
に
食
に
関
す
る
教

育
は
特
に
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、望
ま
し
い
食
習
慣
の
実
践
と

し
て
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
幅
広
い
年
代
に
向
け
た
食
に

関
す
る
栄
養
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、中
高
年
の
栄
養
指
導

と
し
て
生
活
習
慣
や
低
栄
養
を

予
防
す
る
た
め
の
健
康
教
育
や

栄
養
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。さ

ら
に
、食
の
改
善
運
動
を
各
地
域

の
方
々
に
広
げ
る
た
め
、そ
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
活
動
す
る
保
健

推
進
員
に
よ
る
栄
養
指
導
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
寿
命
を
延
ば
し
て

い
く
に
は
、医
療
体
制
の
充

実
は
も
と
よ
り
、や
は
り
食
の
改

善
運
動
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
だ
と

思
い
ま
す
。そ
こ
で
、ニ
ン
ジ
ン
を

活
用
し
て
健
康
寿
命
を
促
進
し

て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
う
。

　
ニ
ン
ジ
ン
は
落
花
生

に
並
ぶ
八
街
市
の
二
大

作
物
で
あ
る
と
共
に
、ベ
ー
タ
カ

ロ
テ
ン
が
豊
富
な
、と
て
も
栄
養

価
の
高
い
野
菜
で
す
。そ
こ
で
市

の
取
り
組
み
と
し
て
、ニ
ン
ジ
ン

を
中
心
に
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
考
案

し
、保
健
推
進
員
を
対
象
に
研

修
を
行
い
、保
健
推
進
員
か
ら
総

合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
各
地

域
で
実
施
し
て
い
る
伝
達
講
習

会
に
お
い
て
、そ
の
地
域
の
方
々

に
広
め
る
こ
と
で
市
民
の
健
康

寿
命
の
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
英
語
教
育
に
つ
い
て
、今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
か
伺
う
。

　
新
し
く
始
ま
る

英
語
教
育
を
通
し

て
、学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
、英
語

で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

楽
し
さ
等
か
ら
英
語
力
の
向
上

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
方
創
生
の
中
で
、八
街

教
育
の
街
づ
く
り
を
進
め

て
い
こ
う
と
し
て
、特
に
英
語
に

力
を
入
れ
て
い
く
た
め
の
考
え
を

伺
う
。

　
今
後
は「
教
育
の

街
づ
く
り
」と
い
う

観
点
も
含
め
て
、幼
小
中
高
連

携
の
中
で
、学
習
連
携
部
強
化
の

な
か
で
の
学
力
向
上
、そ
し
て
英

語
教
育
の
推
進
に
力
を
入
れ
た

い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、教
育
委

員
会
だ
け
で
は
な
く
、学
校
、市

長
部
局
、社
会
福
祉
協
議
会
、そ

し
て
諸
団
体
と
連
携
、タ
イ
ア
ッ

プ
し
た
活
動
を
す
る
事
が
重
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※

そ
の
他
の
質
問

◆
高
齢
者
人
材
活
用

◆
県
教
育
大
綱
を
受
け
た
八
街

　
市
教
育
方
針

◆
八
街
農
産
物
啓
発
と
ふ
る
さ

　
と
納
税

問問

食
か
ら
の
健
康
増
進
と
教
育
の
ま
ち
づ
く
り

誠
和
会

　林

　修
三

個人
質問

市
長

市
長

問問 教
育
長

教
育
長

教
育
問
題
・
い
じ
め
問
題

　
千
葉
県
及
び
八
街
市
の

い
じ
め
の
問
題
行
動
調
査

結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　
平
成
26
年
度
、

県
の
小
中
高
等
学

校・特
別
支
援
学
校
で
の
い
じ
め

の
認
知
件
数
は
２
万
５
千
８
１

１
件
。小
学
校
で
は
１
万
９
千
４

１
０
件
。中
学
校
で
は
６
千
１
８

０
件
で
増
加
で
し
た
。八
街
市
の

小
学
校
で
は
４
８
９
件
、中
学
校

で
は
１
７
６
件
で
減
少
と
い
う
結

果
で
し
た
。

　
い
じ
め
の
解
消
状
況
は
。

　
八
街
市
の
い
じ

め
の
解
消
状
況
は
、

小
学
校
で
は
認
知
件
数
４
８
９

件
全
て
完
全
解
消
。中
学
校
で

は
、認
知
件
数
１
７
６
件
の
う
ち

１
５
２
件
が
完
全
解
消
、24
件
が

解
消
に
向
け
取
り
組
み
中
と
い

う
状
況
で
す
。

　
い
じ
め
の
日
常
的
な
実

態
把
握
は
。

　
主
と
し
て
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
、個
別
面

談
、教
育
相
談
等
普
段
か
ら
児

童
・
生
徒
の
様
子
を
観
察
、特
に

中
学
校
で
は
学
級
担
任
と
生
徒

と
の
生
活
ノ
ー
ト
の
内
容
か
ら
、

い
じ
め
の
初
期
段
階
の
把
握
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
、い
じ
め
防
止
対

策
推
進
法
へ
の
対
応
状
況

は
。

　
県
い
じ
め
防
止

基
本
方
針
等
を

参
考
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、こ
れ
ら
に
沿
っ
た
も
の
と

し
ま
す
。

　
早
い
時
期
か
ら
外
国
語

に
触
れ
る
機
会
が
重
要
。本

市
の
小
学
校
の
英
語
教
育
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
本
市
で
は
、低
学

年
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｔ
が

授
業
に
入
り
、歌
や
ゲ
ー
ム
を
通

し
て
外
国
語
に
慣
れ
親
し
む
活

動
を
国
際
理
解
教
育
と
し
て
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
中
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
が

ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
後
継
者
不
足
、高
齢
化
で
休

耕
地
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。そ
の

休
耕
地
を
有
効
利
用
し
、36
ホ
ー

ル
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
建
設
は

で
き
な
い
か
。

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
36
ホ
ー
ル
で
４

〜
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
用
地

と
多
額
な
経
費
が
必
要
、普
及

状
況
、設
置
要
望
、本
市
の
財
政

状
況
等
勘
案
し
な
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
秋
季
全
国

火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。本
市
で
の
運
動
期
間

中
の
取
り
組
み
は
。

　
広
報
、市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、市
役
所
庁
舎
の

懸
垂
幕
で
の
火
災
予
防
啓
発
の

実
施
。小
学
校
協
力
の
火
災
予

防
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
作
展
示
。初

日
サ
イ
レ
ン
や
半
鐘
を
鳴
ら
し

た
り
、大
型
店
舗
で
啓
発
物
資
の

配
布
を
行
い
ま
し
た
。

※

そ
の
他
の
質
問

◆
本
市
で
の
火
災
の
現
状

◆
放
火
に
対
す
る
取
り
組
み

問問問

安
心
で
安
全  

活
気
あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り
の
た
め

誠
和
会

　木
村

　利
晴

個人
質問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
次
長

教
育
次
長

低
学
年
の
英
語
教
育

問問問

市
長

火
災
予
防

ま
ち
の
活
性
化

問

教
育
の
ま
ち
づ
く
り
と

　
　
　
　
　
　
　英
語
教
育
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温
暖
化
対
策
実
行
計
画

　「
八
街
市
役
所
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
」に
つ
い
て
伺

う
。

　
平
成
23
年
か
ら
平

成
27
年
の
５
カ
年
を
計

画
期
間
と
定
め
、地
球
温
暖
化

対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
き
、市
の
事
務
及
び
事
業
に

伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を

平
成
20
年
度
を
基
準
と
し
、平

成
27
年
度
ま
で
に
６
％
を
削
減

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
法
律
で
は
、年
１
回
実
行

計
画
の
進
捗
状
況
を
公
表

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。４
年

間
公
表
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
が

如
何
か
。

　
随
時
進

捗
状
況
を

公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、お
詫
び

し
ま
す
。今
年
度
で
計
画
年
度

が
終
わ
り
ま
す
の
で
、そ
の
際
に

広
報
や
ち
ま
た
等
で
公
表
し
ま

す
。

　
明
確
な
法
律
違
反
で
す
。

（
12
月
７
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
）公
表
さ
れ

な
い
と
い
う
こ
と
は
節
電
等
に
と

り
組
ん
で
い
る
職
員
の
努
力
が
市

民
に
理
解
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
残
念
で
す
。年
１
回
の
会
議
は

行
わ
れ
て
い
た
の
か
伺
う
。

 

誠
に
申
し

訳
あ
り
ま

せ
ん
が
、会
議
は
開
催
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
は
市

民
と
協
働
で
と
り
組
む
べ

き
重
要
な
課
題
で
す
。市
全
体
で

の
計
画
策
定
に
つ
い
て
伺
う
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ

21
の
結
果

を
踏
ま
え
て
市
全
体
の
計
画
等

の
策
定
に
努
め
、市
民
と
の
協
働

に
つ
い
て
は
担
当
課
と
協
議
し
ま

す
。

　
車
い
す
で
お
暮
ら
し
の

皆
さ
ん
が
誰
の
介
助
も
借

り
ず
に
、自
分
の
意
思
で
議
会
の

傍
聴
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

は
社
会
参
加
の
観
点
か
ら
重
要

な
施
策
で
す
。傍
聴
席
へ
の
ス
ロ

ー
プ
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

　
傍
聴
席
へ
の
ス
ロ
ー

プ
整
備
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、大
規
模

な
工
事
が
必
要
で
あ
り
、早
急
な

対
応
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
２
階
ベ
ラ
ン
ダ
の
補
修
に

つ
い
て
伺
う
。

　
２
階
ベ
ラ
ン
ダ
の
柵

は
サ
ビ
等
に
よ
り
危
険

な
箇
所
も
あ
り
、児
童
の
出
入
り

を
制
限
し
て
い
ま
す
。現
在
、全

体
的
な
改
修
計
画
を
定
め
、順

次
改
修
し
て
い
き
ま
す
。

　
自
転
車
駐
車
場
の
改
修

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　
自
転
車
駐
車
場

の
仕
切
り
柵
は
、老

朽
化
し
て
お
り
、改
修
計
画
が
必

要
で
す
。そ
れ
ま
で
は
補
修
等
に

よ
り
対
応
し
ま
す
。

八
街
中
自
転
車
駐
車
場
対
策

問問問

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

桜
田

　秀
雄

個人
質問

市
長

市
長

市
長

教
育
長

議
会
バ
リ
ア
フ
リ
ー

八
街
保
育
園
安
全
対
策

問

問問

問

　
国
家
戦
略
特
区
と
し
て
、

成
田
市
場
を
活
用
し
た
農

林
水
産
物
の
輸
出
拠
点
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。八

街
市
も
立
地
条
件
を
活
か
し
、積

極
的
な
魅
力
あ
る
八
街
産
農
産

物
の
輸
出
を
考
え
る
べ
き
。八
街

市
と
し
て
農
産
物
輸
出
の
動
き

と
考
え
は
。　

国
家
戦
略
特
区
の

指
定
を
受
け
、輸
出
に

必
要
な
産
地
証
明
の
発
行
や
検

疫
な
ど
の
手
続
を
成
田
市
公
設

地
方
卸
売
市
場
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
処
理
を
し
、通
常
は
最
大
６
日

半
を
要
す
る
手
続
が
３
日
に
短

縮
さ
れ
ま
し
た
。本
市
と
し
て

は
、輸
出
に
関
す
る
相
談
な
ど
は

受
け
て
ま
せ
ん
が
、新
た
な
販
路

の
１
つ
と
し
て
相
談
が
あ
っ
た
際

に
は
、積
極
的
に
支
援
し
て
い
き

ま
す
。　

積
極
的
な
支
援
と
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
考
え

か
。

　
千
葉
県

も
輸
出
に
関

し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る

な
ど
力
を
入
れ
て
き
て
い
ま
す
。

バ
イ
ヤ
ー
招
聘
商
談
会
議
に
伴

う
参
加
者
の
募
集
や
県
の
支
援

を
受
け
て
輸
出
に
関
し
日
本
貿

易
振
興
機
構
が
支
援
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。日
本
で
の
商
談
会

の
開
催
や
個
別
の
支
援
な
ど
も

行
っ
て
い
る
の
で
、こ
れ
ら
の
紹
介

や
情
報
提
供
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
税
収
を
考

え
た
上
で
、法
人
市
民
税
や

固
定
資
産
税
、個
人
市
民
税
が
い

か
に
増
え
る
か
と
い
う
こ
と
が
大

事
。企
業
誘
致
を
進
め
、働
く
場

所
の
確
保
を
し
て
い
く
こ
と
が
今

後
の
八
街
市
の
最
大
の
課
題
で

す
。そ
こ
で
早
期
の
企
業
誘
致
条

例
の
制
定
と
企
業
誘
致
の
考
え

は
。

　
企
業
誘
致
に
関
し

て
は
、法
人
市
民
税
の

税
収
を
増
や
す
以
外
に
も
雇
用

と
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が

大
き
く
、本
市
の
財
政
状
況
等

を
考
慮
す
る
と
、大
変
重
要
で

す
。こ
の
た
め
、近
隣
市
町
の
状

況
を
調
査
・
研
究
を
し
て
、本
市

で
も
新
た
な
企
業
誘
致
策
を
検

討
す
る
よ
う
担
当
部
課
長
に
指

示
し
て
い
ま
す
。

　
指
示
を
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
が
、い
つ
ま
で
に

策
定
し
て
い
く
の
か
。　

現
段
階

で
は
具
体

的
に
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

で
き
る
だ
け
早
く
策
定
し
て
い

き
ま
す
。

　
八
街
で
起
業
で
き
る
、起

業
し
や
す
い
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

　
本
市
で
は
、市
内
の

中
小
企
業
の
振
興
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
中
小

企
業
資
金
融
資
制
度
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、八
街
商
工
会
議
所
で

も
同
様
な
融
資
制
度
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、千
葉
県
で
も
創
業
資
金

の
融
資
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。今
後
、八
街
商
工
会
議
所

な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、引

き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

※

そ
の
他
の
質
問

◆
八
街
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状
況

　
と
イ
ン
フ
ラ
整
備

問問

魅
力
あ
る
八
街
産
農
産
物
の
輸
出
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　企
業
誘
致
に
よ
る
税
収
確
保

山
口

　孝
弘

個人
質問

経
済
環
境
部
長

経
済
環
境
部
長

経
済
環
境
部
長

経
済
環
境
部
長

経
済
環
境
部
長

法
人
市
民
税
を
増
や
す
方
策

問

市
長

市
長

市
長

問問

魅
力
あ
る

　
　八
街
産
農
産
物
の
輸
出

し
ょ
う
へ
い

一般質問
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健
康
寿
命
の
促
進

　
食
の
改
善
運
動
推
進
に

つ
い
て
、今
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

　
食
と
は
生
き
る
上
で

の
基
本
で
あ
り
、健
康

寿
命
の
延
伸
に
食
に
関
す
る
教

育
は
特
に
必
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、望
ま
し
い
食
習
慣
の
実
践
と

し
て
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で

の
幅
広
い
年
代
に
向
け
た
食
に

関
す
る
栄
養
指
導
を
行
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、中
高
年
の
栄
養
指
導

と
し
て
生
活
習
慣
や
低
栄
養
を

予
防
す
る
た
め
の
健
康
教
育
や

栄
養
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。さ

ら
に
、食
の
改
善
運
動
を
各
地
域

の
方
々
に
広
げ
る
た
め
、そ
の
パ

イ
プ
役
と
し
て
活
動
す
る
保
健

推
進
員
に
よ
る
栄
養
指
導
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
寿
命
を
延
ば
し
て

い
く
に
は
、医
療
体
制
の
充

実
は
も
と
よ
り
、や
は
り
食
の
改

善
運
動
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
だ
と

思
い
ま
す
。そ
こ
で
、ニ
ン
ジ
ン
を

活
用
し
て
健
康
寿
命
を
促
進
し

て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
の
考
え
を

伺
う
。

　
ニ
ン
ジ
ン
は
落
花
生

に
並
ぶ
八
街
市
の
二
大

作
物
で
あ
る
と
共
に
、ベ
ー
タ
カ

ロ
テ
ン
が
豊
富
な
、と
て
も
栄
養

価
の
高
い
野
菜
で
す
。そ
こ
で
市

の
取
り
組
み
と
し
て
、ニ
ン
ジ
ン

を
中
心
に
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
考
案

し
、保
健
推
進
員
を
対
象
に
研

修
を
行
い
、保
健
推
進
員
か
ら
総

合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
各
地

域
で
実
施
し
て
い
る
伝
達
講
習

会
に
お
い
て
、そ
の
地
域
の
方
々

に
広
め
る
こ
と
で
市
民
の
健
康

寿
命
の
促
進
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
英
語
教
育
に
つ
い
て
、今

後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
こ

う
と
し
て
い
る
か
伺
う
。

　
新
し
く
始
ま
る

英
語
教
育
を
通
し

て
、学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
、英
語

で
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る

楽
し
さ
等
か
ら
英
語
力
の
向
上

を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
方
創
生
の
中
で
、八
街

教
育
の
街
づ
く
り
を
進
め

て
い
こ
う
と
し
て
、特
に
英
語
に

力
を
入
れ
て
い
く
た
め
の
考
え
を

伺
う
。

　
今
後
は「
教
育
の

街
づ
く
り
」と
い
う

観
点
も
含
め
て
、幼
小
中
高
連

携
の
中
で
、学
習
連
携
部
強
化
の

な
か
で
の
学
力
向
上
、そ
し
て
英

語
教
育
の
推
進
に
力
を
入
れ
た

い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、教
育
委

員
会
だ
け
で
は
な
く
、学
校
、市

長
部
局
、社
会
福
祉
協
議
会
、そ

し
て
諸
団
体
と
連
携
、タ
イ
ア
ッ

プ
し
た
活
動
を
す
る
事
が
重
要

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※

そ
の
他
の
質
問

◆
高
齢
者
人
材
活
用

◆
県
教
育
大
綱
を
受
け
た
八
街

　
市
教
育
方
針

◆
八
街
農
産
物
啓
発
と
ふ
る
さ

　
と
納
税

問問

食
か
ら
の
健
康
増
進
と
教
育
の
ま
ち
づ
く
り

誠
和
会

　林

　修
三

個人
質問

市
長

市
長

問問 教
育
長

教
育
長

教
育
問
題
・
い
じ
め
問
題

　
千
葉
県
及
び
八
街
市
の

い
じ
め
の
問
題
行
動
調
査

結
果
に
つ
い
て
伺
う
。

　
平
成
26
年
度
、

県
の
小
中
高
等
学

校・特
別
支
援
学
校
で
の
い
じ
め

の
認
知
件
数
は
２
万
５
千
８
１

１
件
。小
学
校
で
は
１
万
９
千
４

１
０
件
。中
学
校
で
は
６
千
１
８

０
件
で
増
加
で
し
た
。八
街
市
の

小
学
校
で
は
４
８
９
件
、中
学
校

で
は
１
７
６
件
で
減
少
と
い
う
結

果
で
し
た
。

　
い
じ
め
の
解
消
状
況
は
。

　
八
街
市
の
い
じ

め
の
解
消
状
況
は
、

小
学
校
で
は
認
知
件
数
４
８
９

件
全
て
完
全
解
消
。中
学
校
で

は
、認
知
件
数
１
７
６
件
の
う
ち

１
５
２
件
が
完
全
解
消
、24
件
が

解
消
に
向
け
取
り
組
み
中
と
い

う
状
況
で
す
。

　
い
じ
め
の
日
常
的
な
実

態
把
握
は
。

　
主
と
し
て
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
、個
別
面

談
、教
育
相
談
等
普
段
か
ら
児

童
・
生
徒
の
様
子
を
観
察
、特
に

中
学
校
で
は
学
級
担
任
と
生
徒

と
の
生
活
ノ
ー
ト
の
内
容
か
ら
、

い
じ
め
の
初
期
段
階
の
把
握
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
、い
じ
め
防
止
対

策
推
進
法
へ
の
対
応
状
況

は
。

　
県
い
じ
め
防
止

基
本
方
針
等
を

参
考
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、こ
れ
ら
に
沿
っ
た
も
の
と

し
ま
す
。

　
早
い
時
期
か
ら
外
国
語

に
触
れ
る
機
会
が
重
要
。本

市
の
小
学
校
の
英
語
教
育
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
本
市
で
は
、低
学

年
か
ら
Ａ
Ｌ
Ｔ
が

授
業
に
入
り
、歌
や
ゲ
ー
ム
を
通

し
て
外
国
語
に
慣
れ
親
し
む
活

動
を
国
際
理
解
教
育
と
し
て
、

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
中
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
が

ブ
ー
ム
に
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
後
継
者
不
足
、高
齢
化
で
休

耕
地
が
増
加
傾
向
に
あ
る
。そ
の

休
耕
地
を
有
効
利
用
し
、36
ホ
ー

ル
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
建
設
は

で
き
な
い
か
。

　
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
36
ホ
ー
ル
で
４

〜
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
広
大
な
用
地

と
多
額
な
経
費
が
必
要
、普
及

状
況
、設
置
要
望
、本
市
の
財
政

状
況
等
勘
案
し
な
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
秋
季
全
国

火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。本
市
で
の
運
動
期
間

中
の
取
り
組
み
は
。

　
広
報
、市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、市
役
所
庁
舎
の

懸
垂
幕
で
の
火
災
予
防
啓
発
の

実
施
。小
学
校
協
力
の
火
災
予

防
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
作
展
示
。初

日
サ
イ
レ
ン
や
半
鐘
を
鳴
ら
し

た
り
、大
型
店
舗
で
啓
発
物
資
の

配
布
を
行
い
ま
し
た
。

※

そ
の
他
の
質
問

◆
本
市
で
の
火
災
の
現
状

◆
放
火
に
対
す
る
取
り
組
み

問問問

安
心
で
安
全  

活
気
あ
ふ
れ
る
街
づ
く
り
の
た
め

誠
和
会

　木
村

　利
晴

個人
質問

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
次
長

教
育
次
長

低
学
年
の
英
語
教
育

問問問

市
長

火
災
予
防

ま
ち
の
活
性
化

問

教
育
の
ま
ち
づ
く
り
と

　
　
　
　
　
　
　英
語
教
育
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温
暖
化
対
策
実
行
計
画

　「
八
街
市
役
所
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
」に
つ
い
て
伺

う
。

　
平
成
23
年
か
ら
平

成
27
年
の
５
カ
年
を
計

画
期
間
と
定
め
、地
球
温
暖
化

対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
き
、市
の
事
務
及
び
事
業
に

伴
う
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を

平
成
20
年
度
を
基
準
と
し
、平

成
27
年
度
ま
で
に
６
％
を
削
減

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
法
律
で
は
、年
１
回
実
行

計
画
の
進
捗
状
況
を
公
表

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。４
年

間
公
表
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
が

如
何
か
。

　
随
時
進

捗
状
況
を

公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、お
詫
び

し
ま
す
。今
年
度
で
計
画
年
度

が
終
わ
り
ま
す
の
で
、そ
の
際
に

広
報
や
ち
ま
た
等
で
公
表
し
ま

す
。

　
明
確
な
法
律
違
反
で
す
。

（
12
月
７
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ
ビ

で
取
り
上
げ
ら
れ
た
）公
表
さ
れ

な
い
と
い
う
こ
と
は
節
電
等
に
と

り
組
ん
で
い
る
職
員
の
努
力
が
市

民
に
理
解
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と

で
残
念
で
す
。年
１
回
の
会
議
は

行
わ
れ
て
い
た
の
か
伺
う
。

 

誠
に
申
し

訳
あ
り
ま

せ
ん
が
、会
議
は
開
催
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
地
球
温
暖
化
対
策
は
市

民
と
協
働
で
と
り
組
む
べ

き
重
要
な
課
題
で
す
。市
全
体
で

の
計
画
策
定
に
つ
い
て
伺
う
。

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ

21
の
結
果

を
踏
ま
え
て
市
全
体
の
計
画
等

の
策
定
に
努
め
、市
民
と
の
協
働

に
つ
い
て
は
担
当
課
と
協
議
し
ま

す
。

　
車
い
す
で
お
暮
ら
し
の

皆
さ
ん
が
誰
の
介
助
も
借

り
ず
に
、自
分
の
意
思
で
議
会
の

傍
聴
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

は
社
会
参
加
の
観
点
か
ら
重
要

な
施
策
で
す
。傍
聴
席
へ
の
ス
ロ

ー
プ
設
置
に
つ
い
て
伺
う
。

　
傍
聴
席
へ
の
ス
ロ
ー

プ
整
備
は
必
要
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、大
規
模

な
工
事
が
必
要
で
あ
り
、早
急
な

対
応
は
難
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
２
階
ベ
ラ
ン
ダ
の
補
修
に

つ
い
て
伺
う
。

　
２
階
ベ
ラ
ン
ダ
の
柵

は
サ
ビ
等
に
よ
り
危
険

な
箇
所
も
あ
り
、児
童
の
出
入
り

を
制
限
し
て
い
ま
す
。現
在
、全

体
的
な
改
修
計
画
を
定
め
、順

次
改
修
し
て
い
き
ま
す
。

　
自
転
車
駐
車
場
の
改
修

計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

　
自
転
車
駐
車
場

の
仕
切
り
柵
は
、老

朽
化
し
て
お
り
、改
修
計
画
が
必

要
で
す
。そ
れ
ま
で
は
補
修
等
に

よ
り
対
応
し
ま
す
。

八
街
中
自
転
車
駐
車
場
対
策

問問問

地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

桜
田

　秀
雄

個人
質問

市
長

市
長

市
長

教
育
長

議
会
バ
リ
ア
フ
リ
ー

八
街
保
育
園
安
全
対
策

問

問問

問

　
国
家
戦
略
特
区
と
し
て
、

成
田
市
場
を
活
用
し
た
農

林
水
産
物
の
輸
出
拠
点
化
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。八

街
市
も
立
地
条
件
を
活
か
し
、積

極
的
な
魅
力
あ
る
八
街
産
農
産

物
の
輸
出
を
考
え
る
べ
き
。八
街

市
と
し
て
農
産
物
輸
出
の
動
き

と
考
え
は
。　

国
家
戦
略
特
区
の

指
定
を
受
け
、輸
出
に

必
要
な
産
地
証
明
の
発
行
や
検

疫
な
ど
の
手
続
を
成
田
市
公
設

地
方
卸
売
市
場
で
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

で
処
理
を
し
、通
常
は
最
大
６
日

半
を
要
す
る
手
続
が
３
日
に
短

縮
さ
れ
ま
し
た
。本
市
と
し
て

は
、輸
出
に
関
す
る
相
談
な
ど
は

受
け
て
ま
せ
ん
が
、新
た
な
販
路

の
１
つ
と
し
て
相
談
が
あ
っ
た
際

に
は
、積
極
的
に
支
援
し
て
い
き

ま
す
。　

積
極
的
な
支
援
と
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
考
え

か
。

　
千
葉
県

も
輸
出
に
関

し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る

な
ど
力
を
入
れ
て
き
て
い
ま
す
。

バ
イ
ヤ
ー
招
聘
商
談
会
議
に
伴

う
参
加
者
の
募
集
や
県
の
支
援

を
受
け
て
輸
出
に
関
し
日
本
貿

易
振
興
機
構
が
支
援
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。日
本
で
の
商
談
会

の
開
催
や
個
別
の
支
援
な
ど
も

行
っ
て
い
る
の
で
、こ
れ
ら
の
紹
介

や
情
報
提
供
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
税
収
を
考

え
た
上
で
、法
人
市
民
税
や

固
定
資
産
税
、個
人
市
民
税
が
い

か
に
増
え
る
か
と
い
う
こ
と
が
大

事
。企
業
誘
致
を
進
め
、働
く
場

所
の
確
保
を
し
て
い
く
こ
と
が
今

後
の
八
街
市
の
最
大
の
課
題
で

す
。そ
こ
で
早
期
の
企
業
誘
致
条

例
の
制
定
と
企
業
誘
致
の
考
え

は
。

　
企
業
誘
致
に
関
し

て
は
、法
人
市
民
税
の

税
収
を
増
や
す
以
外
に
も
雇
用

と
地
域
経
済
へ
の
波
及
効
果
が

大
き
く
、本
市
の
財
政
状
況
等

を
考
慮
す
る
と
、大
変
重
要
で

す
。こ
の
た
め
、近
隣
市
町
の
状

況
を
調
査
・
研
究
を
し
て
、本
市

で
も
新
た
な
企
業
誘
致
策
を
検

討
す
る
よ
う
担
当
部
課
長
に
指

示
し
て
い
ま
す
。

　
指
示
を
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
が
、い
つ
ま
で
に

策
定
し
て
い
く
の
か
。　

現
段
階

で
は
具
体

的
に
申
し
上
げ
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

で
き
る
だ
け
早
く
策
定
し
て
い

き
ま
す
。

　
八
街
で
起
業
で
き
る
、起

業
し
や
す
い
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
考
え
は
。

　
本
市
で
は
、市
内
の

中
小
企
業
の
振
興
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
中
小

企
業
資
金
融
資
制
度
が
あ
り
ま

す
。ま
た
、八
街
商
工
会
議
所
で

も
同
様
な
融
資
制
度
を
行
っ
て
い

る
ほ
か
、千
葉
県
で
も
創
業
資
金

の
融
資
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。今
後
、八
街
商
工
会
議
所

な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、引

き
続
き
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

※

そ
の
他
の
質
問

◆
八
街
バ
イ
パ
ス
の
進
捗
状
況

　
と
イ
ン
フ
ラ
整
備

問問

魅
力
あ
る
八
街
産
農
産
物
の
輸
出
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　企
業
誘
致
に
よ
る
税
収
確
保

山
口

　孝
弘

個人
質問

経
済
環
境
部
長

経
済
環
境
部
長

経
済
環
境
部
長

経
済
環
境
部
長

経
済
環
境
部
長

法
人
市
民
税
を
増
や
す
方
策

問

市
長

市
長

市
長

問問

魅
力
あ
る

　
　八
街
産
農
産
物
の
輸
出

し
ょ
う
へ
い

一般質問
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暮
ら
し
を
守
る
国
保
制
度
に

　
国
保
会
計
が
２
年
連
続

の
赤
字
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、今
議
会
、国
保
税
の
引
き
上

げ
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、今

で
さ
え
市
民
の
暮
ら
し
を
脅
か

し
て
い
る
国
保
税
を
、引
き
上
げ

る
こ
と
は
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
。本
市
の
国
保
加
入
世
帯
の
構

造
的
特
徴
を
伺
う
。

　
加
入
世
帯
の
構
造

的
特
徴
は
、65
歳
以
上

の
高
齢
者
数
が
平
成
26
年
度
で

全
体
の
３２
・
２９
％
を
占
め
、所
得

な
し
の
世
帯
は
全
体
の
２９
・
１５

％
、１
０
０
万
円
未
満
は
２２
・
８５

％
、１
０
０
万
円
以
上
２
０
０
万

円
未
満
は
２３
・
０７
％
、２
０
０
万

円
以
上
３
０
０
万
円
未
満
は
１２・

５４
％
、３
０
０
万
円
以
上
は
１２
・

３８
％
で
す
。

　
加
入
者一人
あ
た
り
所
得

平
均
77
万
６
千
７
２
１
円

で
、全
国
平
均
の
83
万
円
よ
り
低

く
、保
険
税
の
負
担
割
合
は
全
国

平
均
９・９
％
に
対
し
、本
市
で
12

％
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。脆
弱
な

基
盤
を
持
っ
た
国
保
に
対
し
、国

の
補
助
金
は
当
初
の
50
％
か
ら

現
在
で
は
そ
の
半
分
と
な
り
、そ

の
削
減
さ
れ
た
分
は
地
方
自
治

体
と
市
民
へ
の
負
担
と
な
っ
て
の

し
か
か
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
が
大

き
な
原
因
と
な
っ
て
国
保
財
政
の

赤
字
を
作
り
出
し
て
き
て
い
ま

す
。担
税
力
を
上
回
る
負
担
を
市

民
に
求
め
れ
ば
、さ
ら
な
る
滞
納

が
増
大
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。平
成
26
年
度
決
算
で
は
８４
・

４
％
と
い
う
収
納
状
況
で
あ
っ
た

が
、引
き
上
げ
に
よ
る
市
民
へ
の

影
響
は
、ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
の
か
。

 

平
成
26
年

度
の
最
終

的
な
収
納
率
は
８４
・
４７
％
で
し

た
。２・５
％
程
度
の
落
ち
込
み

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
民
が
払
い
き
れ
な
い

と
い
う
こ
と
を
見
越
し
て
の

引
き
上
げ
で
あ
る
。国
民
健
康
保

険
は
、国
保
法
の
第
１
条
で
、社

会
保
障
及
び
国
民
保
健
の
向
上

を
目
的
に
し
て
お
り
、国
保
税
を

引
き
上
げ
る
こ
と
で
、さ
ら
に
生

活
苦
に
追
い
打
ち
を
か
け
暮
ら
し

や
命
を
脅
か
す
こ
と
な
ど
、絶
対

に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。国
民
健

康
保
険
税
の
引
き
上
げ
を
ス
ト
ッ

プ
す
べ
き
で
あ
る
。平
成
25
、26

年
度
の
国
保
会
計
の
赤
字
と
な
っ

た
原
因
の
１
つ
は
、市
は
平
成
23

年
度
以
降
、一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
を
や
め
て
し
ま
っ
た
こ
と

に
あ
る
。市
民
に
赤
字
を
転
嫁
す

る
こ
と
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

　一般
会
計
も
国
保
同

様
、非
常
に
厳
し
い
財

政
状
況
で
、国
保
会
計
の
赤
字

分
を
十
分
に
賄
う
だ
け
の
余
裕

が
な
い
の
が
実
態
で
す
。

　
市
民
の
暮
ら
し
、福
祉
を

守
る
、そ
の
立
場
に
立
っ
た

市
政
運
営
を
や
る
べ
き
で
あ
り
、

国
保
税
引
き
上
げ
は
凍
結
す
る

こ
と
を
求
め
ま
す
。財
政
調
整
基

金
の
14
億
円
を
ぜ
ひ
使
っ
て
い
た

だ
き
た
い
が
如
何
か
。

　
今
回
の
改
正
は
、将

来
、国
保
会
計
の
安
定

的
か
つ
持
続
可
能
な
財
政
運
営

を
し
て
い
く
た
め
に
、国
保
運
営

協
議
会
な
ど
の
ご
意
見
を
も
と

に
、総
合
的
に
判
断
し
た
も
の
で

す
。

問問

国
保
税
の
引
き
上
げ
は
撤
回
を

日
本
共
産
党

　丸
山

　わ
き
子

個人
質問

市
長

市
長

市
長

問

問

　
市
全
体
の
環
境
整
備
計

画
を
求
め
る
が
如
何
か
。

　
市
民
意
識
調
査
な

ど
か
ら
も
道
路
や
排

水
問
題
等
が
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
の
負
担
金
が
１
千
２

０
０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。薬

代
が
値
上
が
り
し
て
も
据
え
置

い
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
中
、八

街
市
は
２
０
０
円
の
引
き
上
げ
を

し
た
。元
に
戻
す
よ
う
求
め
る
が

如
何
か
。

　
委
託
料
の
３

割
程
度
の
自
己

負
担
と
し
て
い
ま
す
。

　
消
費
税
増
税
、物
価
高
、

介
護
保
険
料
引
き
上
げ
等

に
よ
り
く
ら
し
が
厳
し
い
中
、長

寿
祝
金
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
。制

度
の
復
活
を
求
め
る
が
如
何
か
。

　
本
市
の
高
齢

化
率
が
25
％
を

超
え
る
中
、市
財
政
調
査
会
議

に
お
け
る
外
部
評
価
の
判
断
を

入
れ
、長
寿
祝
金
条
例
を
廃
止

し
ま
し
た
。

　
交
通
の
利
便
性
を
高
め

る
た
め
に
、一
日
も
早
い
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
導
入
を
求
め

る
が
ど
う
か
。

　
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー（
デ
マ
ン

ド
交
通
）に
つ
い
て
、地
域
公
共

交
通
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
な
る

八
街
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
策
定
の
中
で
新
た
な
交
通

シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
も
検
討
し
て

い
ま
す
。　

来
年
度
に
計
画
を
作
り
、

実
施
は
い
つ
か
ら
か
伺
う
。

　
平
成
28
年
度

中
に
計
画
を
し
、

29
年
度
に
あ
る
程
度
実
施
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
暮
ら
し
を
壊
す

の
が
、安
倍
政
権
が
強
行
し

た
違
憲
立
法
の
戦
争
法
で
あ
る
。

戦
争
法
の
施
行
に
よ
り
、軍
事
費

を
拡
大
す
る
一
方
、社
会
保
障
や

国
民
向
け
の
予
算
は一
層
削
減
さ

れ
る
。命
や
く
ら
し
を
守
り
、立

憲
主
義
を
回
復
さ
せ
、若
い
世
代

に
平
和
を
手
渡
す
た
め
に
、戦
争

法
を
廃
止
す
る
よ
う
国
に
求
め

て
い
た
だ
き
た
い
が
如
何
か
。

　
日
本
は
戦
後
、先
の

大
戦
の
反
省
か
ら
二
度

と
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
を

誓
い
、地
域
の
安
定
と
世
界
の
平

和
を
目
指
す
国
家
と
し
て
歩
ん

で
き
ま
し
た
。現
在
、日
本
は
世

界
に
平
和
国
家
と
認
知
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
予
算
増
額
、ま
た
、

高
齢
社
会
の
中
、介
護
保
険
の
住

宅
改
修
に
つ
い
て
、地
元
業
者
が

受
注
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
如
何
か
。

　
今
後
も
市
内
産
業

の
活
性
化
を
図
れ
る
よ

う
引
き
続
き
予
算
の
確
保
に
努

め
ま
す
。介
護
保
険
の
住
宅
改

修
に
つ
い
て
は
、担
当
の
居
宅
介

護
事
業
所
等
の
紹
介
で
施
工
業

者
が
決
ま
っ
て
お
り
、地
元
業
者

利
用
へ
の
指
導
等
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
。　

問問問

日
本
共
産
党

　京
増

　藤
江

個人
質問

国
保
年
金
課
長

く
ら
し
第
一
の
市
政
運
営
を

問問問

市
長

市
長

市
長

市
民
部
長

市
民
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

地
域
経
済
活
性
化
を

問

平
和
な
日
本
を

　
　
　
　
　子
ど
も
た
ち
に

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

一般質問
A4　縦サイズ

【12月】

１３日
１４日
１８日

   ２２日

・八街市少年野球教室
・経済建設常任委員会
・議会運営委員会
・全員協議会
・本会議・採決
・議会だより編集委員会
・消防組合定例会　　　　＜佐倉市＞

１０日
１１日
１７日

20～22日
２１日
２３日
２４日
２６日

２７日

27～29日
28～29日

・成人式
・出初式
・ピーナッツ駅伝大会
・誠和会行政視察　　　　　　　　　　＜福井県他＞
・少年院成人式
・近隣中学校柔道大会
・子ども会書き初め展表彰式
・八街っ子夢議会
・県市議会議長会研修会　　　　　　　　＜千葉市＞
・後期高齢者医療広域連合議会運営委員会＜千葉市＞
・八富成田斎場管理運営協議会　　　　　＜成田市＞
・やちまた２１行政視察　　　　　　　　＜鹿児島県他＞ 
・公明党行政視察　　　　　　　　　　　＜岡山県＞

【1月】

 2～4日
３日
4日
5日
6日
８日

9日

10日
11日

・本会議・一般質問
・議会だより編集委員会
・文教福祉常任委員会協議会
・農産物共進会表彰式
・千葉県スポーツ少年団柔道交流大会
・全員協議会
・文教福祉常任委員会協議会
・議会運営委員会
・本会議・議案質疑
・市政懇話会
・都市計画審議会
・総務常任委員会 
・文教福祉常任委員会

議 会 日 誌

成人おめでとうございます
　皆さんは、これまでも人生で数多くの節目を経験さ
れています。この世に生を受け、ご家族を始めとす
る多くの方々の慈しみを一身に受けてこられたことで
しょう。
　人間は、年齢を重ねるにしたがって、できるように
なること、そして、それとあわせて、やるべきこと、
やらなければならないことも増えていきます。これ
から皆さんは、立派な大人として、ご活躍されること
と思います。私からは、「感性を磨き、人との出会い
を大切にしてほしい」ということを強くお伝えします。
　必ず未来は明るく希望に満ちたものになると確信して
おります。

（加藤 弘議長あいさつ） （成人式　平成 28 年 1 月 10 日）

　平成２９年３月末供用開始を目標に、現在、中央公民館先「五区交差点」から「ヤングボウル（ボウリ
ング場）」先国道４０９号の区間の道路側溝と路盤整備工事を実施しています。延長１千２００ｍ、片
側一車線の２車線道路になります。

八街バイパス工事すすめています
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A4　縦サイズ

暮
ら
し
を
守
る
国
保
制
度
に

　
国
保
会
計
が
２
年
連
続

の
赤
字
と
な
っ
た
こ
と
か

ら
、今
議
会
、国
保
税
の
引
き
上

げ
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、今

で
さ
え
市
民
の
暮
ら
し
を
脅
か

し
て
い
る
国
保
税
を
、引
き
上
げ

る
こ
と
は
到
底
受
け
入
れ
ら
れ
な

い
。本
市
の
国
保
加
入
世
帯
の
構

造
的
特
徴
を
伺
う
。

　
加
入
世
帯
の
構
造

的
特
徴
は
、65
歳
以
上

の
高
齢
者
数
が
平
成
26
年
度
で

全
体
の
３２
・
２９
％
を
占
め
、所
得

な
し
の
世
帯
は
全
体
の
２９
・
１５

％
、１
０
０
万
円
未
満
は
２２
・
８５

％
、１
０
０
万
円
以
上
２
０
０
万

円
未
満
は
２３
・
０７
％
、２
０
０
万

円
以
上
３
０
０
万
円
未
満
は
１２・

５４
％
、３
０
０
万
円
以
上
は
１２
・

３８
％
で
す
。

　
加
入
者一人
あ
た
り
所
得

平
均
77
万
６
千
７
２
１
円

で
、全
国
平
均
の
83
万
円
よ
り
低

く
、保
険
税
の
負
担
割
合
は
全
国

平
均
９・９
％
に
対
し
、本
市
で
12

％
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。脆
弱
な

基
盤
を
持
っ
た
国
保
に
対
し
、国

の
補
助
金
は
当
初
の
50
％
か
ら

現
在
で
は
そ
の
半
分
と
な
り
、そ

の
削
減
さ
れ
た
分
は
地
方
自
治

体
と
市
民
へ
の
負
担
と
な
っ
て
の

し
か
か
っ
て
い
ま
す
。そ
れ
が
大

き
な
原
因
と
な
っ
て
国
保
財
政
の

赤
字
を
作
り
出
し
て
き
て
い
ま

す
。担
税
力
を
上
回
る
負
担
を
市

民
に
求
め
れ
ば
、さ
ら
な
る
滞
納

が
増
大
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る
。平
成
26
年
度
決
算
で
は
８４
・

４
％
と
い
う
収
納
状
況
で
あ
っ
た

が
、引
き
上
げ
に
よ
る
市
民
へ
の

影
響
は
、ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
の
か
。

 

平
成
26
年

度
の
最
終

的
な
収
納
率
は
８４
・
４７
％
で
し

た
。２・５
％
程
度
の
落
ち
込
み

と
考
え
て
い
ま
す
。

　
市
民
が
払
い
き
れ
な
い

と
い
う
こ
と
を
見
越
し
て
の

引
き
上
げ
で
あ
る
。国
民
健
康
保

険
は
、国
保
法
の
第
１
条
で
、社

会
保
障
及
び
国
民
保
健
の
向
上

を
目
的
に
し
て
お
り
、国
保
税
を

引
き
上
げ
る
こ
と
で
、さ
ら
に
生

活
苦
に
追
い
打
ち
を
か
け
暮
ら
し

や
命
を
脅
か
す
こ
と
な
ど
、絶
対

に
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。国
民
健

康
保
険
税
の
引
き
上
げ
を
ス
ト
ッ

プ
す
べ
き
で
あ
る
。平
成
25
、26

年
度
の
国
保
会
計
の
赤
字
と
な
っ

た
原
因
の
１
つ
は
、市
は
平
成
23

年
度
以
降
、一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
を
や
め
て
し
ま
っ
た
こ
と

に
あ
る
。市
民
に
赤
字
を
転
嫁
す

る
こ
と
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

　一般
会
計
も
国
保
同

様
、非
常
に
厳
し
い
財

政
状
況
で
、国
保
会
計
の
赤
字

分
を
十
分
に
賄
う
だ
け
の
余
裕

が
な
い
の
が
実
態
で
す
。

　
市
民
の
暮
ら
し
、福
祉
を

守
る
、そ
の
立
場
に
立
っ
た

市
政
運
営
を
や
る
べ
き
で
あ
り
、

国
保
税
引
き
上
げ
は
凍
結
す
る

こ
と
を
求
め
ま
す
。財
政
調
整
基

金
の
14
億
円
を
ぜ
ひ
使
っ
て
い
た

だ
き
た
い
が
如
何
か
。

　
今
回
の
改
正
は
、将

来
、国
保
会
計
の
安
定

的
か
つ
持
続
可
能
な
財
政
運
営

を
し
て
い
く
た
め
に
、国
保
運
営

協
議
会
な
ど
の
ご
意
見
を
も
と

に
、総
合
的
に
判
断
し
た
も
の
で

す
。

問問

国
保
税
の
引
き
上
げ
は
撤
回
を

日
本
共
産
党

　丸
山

　わ
き
子

個人
質問

市
長

市
長

市
長

問

問

　
市
全
体
の
環
境
整
備
計

画
を
求
め
る
が
如
何
か
。

　
市
民
意
識
調
査
な

ど
か
ら
も
道
路
や
排

水
問
題
等
が
重
要
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
の
負
担
金
が
１
千
２

０
０
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
。薬

代
が
値
上
が
り
し
て
も
据
え
置

い
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
中
、八

街
市
は
２
０
０
円
の
引
き
上
げ
を

し
た
。元
に
戻
す
よ
う
求
め
る
が

如
何
か
。

　
委
託
料
の
３

割
程
度
の
自
己

負
担
と
し
て
い
ま
す
。

　
消
費
税
増
税
、物
価
高
、

介
護
保
険
料
引
き
上
げ
等

に
よ
り
く
ら
し
が
厳
し
い
中
、長

寿
祝
金
制
度
が
廃
止
さ
れ
た
。制

度
の
復
活
を
求
め
る
が
如
何
か
。

　
本
市
の
高
齢

化
率
が
25
％
を

超
え
る
中
、市
財
政
調
査
会
議

に
お
け
る
外
部
評
価
の
判
断
を

入
れ
、長
寿
祝
金
条
例
を
廃
止

し
ま
し
た
。

　
交
通
の
利
便
性
を
高
め

る
た
め
に
、一
日
も
早
い
乗

り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
導
入
を
求
め

る
が
ど
う
か
。

　
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー（
デ
マ
ン

ド
交
通
）に
つ
い
て
、地
域
公
共

交
通
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
な
る

八
街
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成

計
画
策
定
の
中
で
新
た
な
交
通

シ
ス
テ
ム
の
あ
り
方
も
検
討
し
て

い
ま
す
。　

来
年
度
に
計
画
を
作
り
、

実
施
は
い
つ
か
ら
か
伺
う
。

　
平
成
28
年
度

中
に
計
画
を
し
、

29
年
度
に
あ
る
程
度
実
施
で
き

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
暮
ら
し
を
壊
す

の
が
、安
倍
政
権
が
強
行
し

た
違
憲
立
法
の
戦
争
法
で
あ
る
。

戦
争
法
の
施
行
に
よ
り
、軍
事
費

を
拡
大
す
る
一
方
、社
会
保
障
や

国
民
向
け
の
予
算
は一
層
削
減
さ

れ
る
。命
や
く
ら
し
を
守
り
、立

憲
主
義
を
回
復
さ
せ
、若
い
世
代

に
平
和
を
手
渡
す
た
め
に
、戦
争

法
を
廃
止
す
る
よ
う
国
に
求
め

て
い
た
だ
き
た
い
が
如
何
か
。

　
日
本
は
戦
後
、先
の

大
戦
の
反
省
か
ら
二
度

と
戦
争
を
起
こ
さ
な
い
こ
と
を

誓
い
、地
域
の
安
定
と
世
界
の
平

和
を
目
指
す
国
家
と
し
て
歩
ん

で
き
ま
し
た
。現
在
、日
本
は
世

界
に
平
和
国
家
と
認
知
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。

　
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成

制
度
の
予
算
増
額
、ま
た
、

高
齢
社
会
の
中
、介
護
保
険
の
住

宅
改
修
に
つ
い
て
、地
元
業
者
が

受
注
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
如
何
か
。

　
今
後
も
市
内
産
業

の
活
性
化
を
図
れ
る
よ

う
引
き
続
き
予
算
の
確
保
に
努

め
ま
す
。介
護
保
険
の
住
宅
改

修
に
つ
い
て
は
、担
当
の
居
宅
介

護
事
業
所
等
の
紹
介
で
施
工
業

者
が
決
ま
っ
て
お
り
、地
元
業
者

利
用
へ
の
指
導
等
は
難
し
い
と
思

い
ま
す
。　

問問問

日
本
共
産
党

　京
増

　藤
江

個人
質問

国
保
年
金
課
長

く
ら
し
第
一
の
市
政
運
営
を

問問問

市
長

市
長

市
長

市
民
部
長

市
民
部
長

総
務
部
長

総
務
部
長

地
域
経
済
活
性
化
を

問

平
和
な
日
本
を

　
　
　
　
　子
ど
も
た
ち
に

住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を

議会日誌
A4　縦サイズ

【12月】

１３日
１４日
１８日

   ２２日

・八街市少年野球教室
・経済建設常任委員会
・議会運営委員会
・全員協議会
・本会議・採決
・議会だより編集委員会
・消防組合定例会　　　　＜佐倉市＞

１０日
１１日
１７日

20～22日
２１日
２３日
２４日
２６日

２７日

27～29日
28～29日

・成人式
・出初式
・ピーナッツ駅伝大会
・誠和会行政視察　　　　　　　　　　＜福井県他＞
・少年院成人式
・近隣中学校柔道大会
・子ども会書き初め展表彰式
・八街っ子夢議会
・県市議会議長会研修会　　　　　　　　＜千葉市＞
・後期高齢者医療広域連合議会運営委員会＜千葉市＞
・八富成田斎場管理運営協議会　　　　　＜成田市＞
・やちまた２１行政視察　　　　　　　　＜鹿児島県他＞ 
・公明党行政視察　　　　　　　　　　　＜岡山県＞

【1月】

 2～4日
３日
4日
5日
6日
８日

9日

10日
11日

・本会議・一般質問
・議会だより編集委員会
・文教福祉常任委員会協議会
・農産物共進会表彰式
・千葉県スポーツ少年団柔道交流大会
・全員協議会
・文教福祉常任委員会協議会
・議会運営委員会
・本会議・議案質疑
・市政懇話会
・都市計画審議会
・総務常任委員会 
・文教福祉常任委員会

議 会 日 誌

成人おめでとうございます
　皆さんは、これまでも人生で数多くの節目を経験さ
れています。この世に生を受け、ご家族を始めとす
る多くの方々の慈しみを一身に受けてこられたことで
しょう。
　人間は、年齢を重ねるにしたがって、できるように
なること、そして、それとあわせて、やるべきこと、
やらなければならないことも増えていきます。これ
から皆さんは、立派な大人として、ご活躍されること
と思います。私からは、「感性を磨き、人との出会い
を大切にしてほしい」ということを強くお伝えします。
　必ず未来は明るく希望に満ちたものになると確信して
おります。

（加藤 弘議長あいさつ） （成人式　平成 28 年 1 月 10 日）

　平成２９年３月末供用開始を目標に、現在、中央公民館先「五区交差点」から「ヤングボウル（ボウリ
ング場）」先国道４０９号の区間の道路側溝と路盤整備工事を実施しています。延長１千２００ｍ、片
側一車線の２車線道路になります。

八街バイパス工事すすめています
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議案と結果

議
案
番
号
等

件　　　　　名 結果

各議員の賛否
議
長 誠和会 公明党 やちま

た２１
日　本
共産党

会派に所属
しない議員

加
藤
　
　
弘

湯
淺
　
祐
德

小
髙
　
良
則

林
　
　
修
三

石
井
　
孝
昭

木
村
　
利
晴

小
山
　
栄
治

小
菅
　
耕
二

鈴
木
　
広
美

山
田
　
雅
士

新
宅
　
雅
子

川
上
　
雄
次

服
部
　
雅
恵

角
　
　
麻
子

林
　
　
政
男

小
澤
　
孝
延

丸
山
わ
き
子

京
増
　
藤
江

山
口
　
孝
弘

桜
田
　
秀
雄

９月定例会　継続審査議案

議 5 平成２６年度八街市一般会計歳入歳出決算の認定 認　　定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議 6 平成２６年度八街市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定 認　　定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議 7 平成２６年度八街市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定 認　　定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議 8 平成２６年度八街市介護保険特別会計歳入歳出決算の認定 認　　定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議 9 平成２６年度八街市下水道事業特別会計歳入歳出決算の認定 認　　定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議 10 平成２６年度八街市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定 認　　定 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

12 月定例会　市長提出議案

議 1 八街市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の制定 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議 2 八街市税条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議 3 八街市手数料徴収条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議 4 八街市児童クラブの設置及び管理に関する条例の一部を改正する
条例の制定 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 5 八街市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ×

議 6 八街市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の一部を
改正する条例の制定 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 7 八街市廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する
条例の制定 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議 8 市道路線の認定 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 9 平成２７年度八街市一般会計補正予算 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議 10 平成２７年度八街市国民健康保険特別会計補正予算 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議 11 平成２７年度八街市介護保険特別会計補正予算 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議 12 平成２７年度八街市下水道事業特別会計補正予算 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○

議 13 平成２７年度八街市水道事業会計補正予算 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 月定例会　議員提出議案

発６ 国民健康保険に対する国庫負担の増額を求める意見書の提出 原案可決 ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案番号等欄　　　議・・議案　発・・発議案
※加藤弘議長は採決に加わりません。
各議員の賛否欄　○・・賛成、　×・・反対

編 集 後 記
　節分を過ぎ、梅の開花が待たれる頃となりました。

昨年 12 月議会では、15 名の議員から、活力ある

街づくりや、健康増進を中心とした質問が出されまし

た。議会だより編集委員会では、「市民の皆様に読

みやすくてわかりやすいものを」との思いで、会議を

重ね、毎回、活発な意見が飛び交っています。その

ような思いの詰まった議会だよりですので、一人でも

多くの市民の皆様に見ていただけたら幸いです。寒さ

厳しき時節柄、どうぞご自愛ください。

（副委員長 服部雅恵）

※本紙にご意見等ございましたら「議会だより編集委員会」までお寄せ下さい。　TEL ０４３（４４３）１４８２

10時開会（変更になる場合があります）

平成 27年 12月定例会議案等賛否一覧

日 月 火 水 木 金 土

2/14 15 16 2/17
本会議
定例会開会

18 19 20

21 22
本会議
（一般質問 )

23
本会議
（一般質問 )

24
本会議
（一般質問 )

25 26
本会議
（議案質疑 )

27

28 29 3/1
委員会
総務

2
委員会
総務

3
委員会
文教福祉

4
委員会
文教福祉

5

6 7
委員会
経済建設

8
委員会
経済建設

9 10 11 12

13 14 15 16
本会議・採決
定例会閉会

17 18 19

次回３月定例会日程




